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母
校
の
開
校
と
今
後
の
同
窓
会

同
窓
会
理
事
長

内

野

滋

雄

（１
期
）

昭
和
四
年
、七
年
制
高
等
学

校
と
し
て
誕
生
し
た
母
校
も
、

い
よ
い
よ
平
成
二
十
三
年
三

月
を
も
っ
て
閉
校
と
な
り
ま

す
。初

代
の
川
田
正
激
校
長
が

掲
げ
た
「
リ
ベ
ラ
ル
な
思
想
」

「自
由
主
義
的
な
校
風
」
、
そ
し

て
生
徒

一
人
ひ
と
り
を
ジ
ェ

ン
ト
ル
マ
ン
と
し
て
信
頼
し
、

自
主
性
と
自
治
の
精
神
を
培

お
う
と
し
た
伝
統
は
、
「自
由

と
自
治
」
「真
理
の
探
求
」
と
し

て
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

戦
後
、府
立
高
等
学
校
の
高

等
科
は
東
京
都
立
大
学
に
、尋

常
科
は
同
附
属
高
等
学
校
と

形
を
変
え
ま
し
た
が
、府
立
の

校
章

。
校
旗

・
校
歌
は
附
属

が
引
き
継
ぎ
、
そ
の
伝
統
と
共

に
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

来
年
二
月
に
は
附
属
は
閉

校
し
、
新
た
に
東
京
都
立
桜

修
館
中
等
教
育
学
校
の
生
徒

が
、　
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま

で
校
舎
を
埋
め
る
こ
と
に
な

り
、
校
章
・校
旗
・校
歌
は
桜

修
館
が
引
き
継
ぎ
、
「真
理
の

探
求
」
「高
い
知
性
、
強
い
意

志
、
広
い
視
野
」
を
校
是
と
す

る
学
校
と
な
り
ま
す
。

今
年
の
記
念
祭
を
見
て
も
、

時
代
が
変
わ
り
企
画
も
変

わ
つ
た
と
は
い
え
、自
由
な
発

想
か
ら
の
表
現
は
、府
立

・
都

立
時
代
の
伝
統
が
脈
々
と
し

て
受
け
継
が
れ
、
レ
ベ
ル
の
高

い
も
の
と
な

っ
て
い
る
と
感

ず
る
者
は
私
ば
か
り
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。

閉
校
に
当
っ
て
の
諸
行
事

想
い
は
個
々
に
違
い
は
あ
る

で
し
ょ
う
が
、青
春
時
代
を
過

ご
し
、
人
格
形
成
に
大
き
な
影

響
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。私
な
ど
は
、恩
師

・

先
輩

・
友
人
な
ど
全
て
が
素
晴

ら
し
く
、
こ
こ
で
育
っ
た
こ
と

に
幸
運
と
感
謝
の
想
い
を
持
っ

て
い
ま
す
。

さ

て
、
閉
校
式

は
平
成

二
十
三
年
二
月
五
日
（土
）午
前

十

一
時
四
十
五
分
か
ら
パ
ー
シ

モ
ン
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
、
記
念

碑
贈
呈
式
は
午
後

一
時
十
五

発 行 :東京都立大学
附属高等学校同窓会

〒152-0023東京都目黒区八雲1‐ 1‐ 2

発行人 :内野滋雄
編 集 :同窓会報編集委員会

分
か
ら
学
校
の
中
庭
で
、閉
校

記
念
パ
ー
テ
ィ
は
午
後

一
時

四
十
五
分
か
ら
パ
ー
シ
モ
ン

ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
で
と
決
ま
り

ま
し
た
。

記
念
碑
に
つ
い
て
は
、平
成

二
十
年
卜
二
月
発
行
の
会
報
で

ご
説
明
し
，
記
念
碑
の
建
立
と

閉
校
後
の
同
窓
会
運
営
資
金
″

を
目
的
と
し
た
募
金
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
初
年

度
で
は
日
標
額
に
到
達
せ
ず
、

翌
二
十

＾
年
に
再
度
お
願
い
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
府
立
高
等
学

校
同
窓
会
か
ら
百
萬
円
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
、
目
標
の
五
百

萬
円
に
達
し
ま
し
た
。

皆
々
様
の
ご
厚
情
に
深
く
感

謝
い
た
し
、厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

今
後
の
同
窓
会

来
年
二
月
で
、都
立
大
学
附

属
高
校
卒
業
生
か
ら
の
同
窓
会

費
の
納
入
は
終
り
、同
窓
会
の

収
入
は
、わ
ず
か
な
利
息
以
外

は
零
と
な
り
ま
す
。現
在
ま
で

の
同
窓
会
は
、毎
年
の
卒
業
生

か
ら
の
八
十
万
円
程
度
の
会
費

収
入
と
貯
え
の
一
部
で
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

閉
校
後
は
単
独
で
活
動
を
行

う
の
か
、
桜
修
館
と

一
つ
の
同

窓
会
と
し
て
活
動
を
す
る
の
か

な
ど
を
検
討
し
て
き
ま
し
た

が
、
少
な
く
と
も
桜
修
館
の
一

期
生
が
卒
業
し
て
、
そ
の
意
向

が
ど
う
な
る
か
が
問
題
と
し
て

残
っ
て
お
り
ま
す
３

一
年
程
前
か
ら
、
附
属
と
桜

修
館
の
二
校
の
校
長
を
お
務
め

の
須
藤

勝
先
生
か
ら
、
「八
十

余
年
の
歴
史
と
伝
統
を
も
つ
府

立
と
附
属
の
二
つ
の
同
窓
会
と

桜
修
館
の
同
窓
会
を
含
め
、
三

つ
の
同
窓
会
が
緩
や
か
な
連
携

を
持
つ
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
相
談
が

あ
り
、
府
立
の
同
窓
会
理
事
会

で
須
藤
校
長
の
ご
意
見
を
何
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

須
藤
校
長
の
願
い
は
、
「優

秀
な
先
輩
が
築
き
上
げ
た
、
よ

い
伝
統
を
大
切
に
し
桜
修
館
の

発
展
を
願
う
」
と
い
う
も
の
で
、

「三
つ
の
同
窓
会
を

一
つ
に
す

る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
が
、

緩
や
か
な
連
合
体
を
持
ち
た

い
。
部
活
動
の
Ｏ
Ｂ
会
で
は
府

立

・
都
大
附

・
桜
修
館
の
枠
を

越
え
、
後
輩
の
指
導
に
当
っ
て

い
る
。
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
同
窓

会
の
教
育
力
を
活
用
し
、継
続

的
に
キ
ャ
リ
ヤ
教
育
を
推
進
し

た
い
。府
立

・
都
大
附
の
同
窓

会
を
今
後
も
継
続
し
て
発
展
さ

せ
、桜
修
館
の
同
窓
会
設
立
の

支
援
を
願
い
た
い
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。

三
同
窓
会
連
携
の
具
体
的
構
想

須
藤
校
長

の
提
案
も
あ
り
、

木
年
八
月
十
四
日
に
府
立

・
都

大
附
の
同
窓
会
と
桜
修
館
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
学
校
の
ト
ッ
プ
の
方
が
た

と
の
会
談
が
あ
り
、緩
や
か
な

連
合
体
と
し
て
の
組
織
を
設
立

す
る
こ
と
に
は
四
者
と
も
異
存

は
な
く
、
組
織
の
設
立
を
確
認

し
ま
し
た
。

会
の
名
称
は
「八
雲
が
丘
学

友
会
」と
の
提
案
が
あ
り
、そ
れ

に
対
し
高
校
の
場
合
は
校
友
会

が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

含
め
理
事

・
評
議
員
会
議
で
諮

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
の
事
務
局
は
部
大
附
（平

成
二
十
三
年
四
月
以
降
は
桜
修

館
）、会
長
は
都
大
附
同
窓
会
か

ら
、会
則
の
原
案
は
桜
修
館
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
作
成
す
る
。
以
上
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
り
今
ま
で
に
寄

せ
ら
れ
た
多
く
の
同
窓
生
の
意

見
の
よ
う
に
、
「何
ら
か
の
形

で
同
窓
会
を
存
続
す
る
」、
「桜

修
館
と
の
連
携
を
保
つ
」な
ど

の
方
向
が
確
定
し
た
と
も
考
え

て
お
り
、
年
内
の
理
事

・
評
議

員
会
議
、
お
よ
び
来
年
に
予
定

さ
れ
て
い
る
同
窓
会
総
会
で
承

認
さ
れ
、
母
校
の
歴
史
と
伝
統

の
継
承
者
が
自
然
の
流
れ
の
中

で
決
ま
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
戦
後
わ
れ

わ
れ
都
立
が
自
然
の
形
で
校

章

・
校
旗

・
校
歌
を
受
け
継
い

で
き
た
経
緯
と
極
め
て
近
い
形

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

笹
の
ぶ
え
副
校
長
は
、
府

■
ｒ
都
大
附
の
Ｏ
Ｂ
の
著
書
を

学
校
に
寄
贈
し
て
も
ら
い
図
書

館
に
納
め
、
先
輩
の
業
績
と
足

跡
を
生
徒
に
知
っ
て
欲
し
い
と

言
つ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の

発
想
は
緩
や
か
な
連
合
体
の
あ

り
方
を
如
実
に
表
し
て
い
る
と

も
い
え
る
の
で
し
ょ
う
。

以
上
、閉
校
に
関
す
る
そ
の

後
の
経
過
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
し
た
が
、閉
校
式
の
日
に
は
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
お
い
で

い
た
だ
き
、記
念
碑
も
見
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

総
会
の
お
知
ら
せ

母
校
が
来
年
の
３
月
を
も
っ

て
閉
校
さ
れ
る
に
当
り
、
そ
の

後
の
同
窓
会
の
運
営
な
ど
を
協

議
す
る
総
会
を
、
左
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、多
数
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案

内
中
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
　
内
野
滋
雄

日
時

¨

平
成
２３
年
４
月
２３
日
（土
）

午
後
１
時
受
付
開
始

午
後
２
時
開
会

会
場

¨
母
校
多
目
的
ホ
ー
ル

出
席
申
し
込
み
方
法

¨

＊
同
封
の
葉
書
で
お
申
し
込

な
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
締
切
日

¨

平
成
２３
年
３
月
３１
日

＊
出
席
申
込
者
に
は
議
題
書

等
詳
細
を
お
送
り
し
ま
す
。

母校閉校関連行事と申し込みの方法
1.閉校記念式典 :平成23年 3月 5日 (土 )

午前11時

“

分～午後1時 会場 :パーシモンホール大ホール

先着申し込み250名招待

*同封の葉書でお申し込みください。

2.閉校記念碑贈呈式 :同 日午後1時15分 より

会場 :母校中庭 *自 由参加

3.閉校記念パーティー :同 日午後1時45分より

会場 :パーシモンホール小ホール

先着申し込み80名 受付

会費 :5,000円 *会費は受付で申し受けます。

*同封の葉書でお申し込みください。

4.閉校記念誌の発行 :平成23年 3月 5日

*詳細は2ベージをご覧ください。

5.「校歌・学生歌・寮歌・記念祭歌集」DVDの頒布
*詳細は16ベージをご覧ください。
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都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
の

伝
統
は
不
滅

東
京
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校

東
京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校

学
校
長

須
藤
　
勝

来
年
の
二
月
五
日
は
都
立

大
学
附
属
高
等
学
校
最
後
の

卒
業
生
の
門
出
の
日
で
す
。

当
日
は
都
立
大
学
ゆ
か
り
の

地
で
あ
る
パ
ー
シ
モ
ン
・
ホ
ー

ル
に
て
彼
等
、
彼
女
ら
の
卒

業
式
に
続
き
、
都
立
大
学
附

属
高
等
学
校
の
閉
校
記
念
式

典
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
地
は
校
歌
に
も
歌
わ
れ

て
い
る
「八
雲
が
丘
」
の
高
台

に
あ
り
、
都
立
大
学
の
前
身
で

も
あ
る
府
立
高
等
学
校
ゆ
か

り
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
一
番
若
い
後
輩

で
あ
る
六
十

一
期
生
は
、
有

終
の
美
を
飾
り
、
殿
を
務
め

る
気
概
を
持
っ
て
ク
ラ
ス
マ
ッ

チ
に
、
記
念
祭
に
、
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
に
と
全
力
を
尽
く

し
て
き
ま
し
た
。
部
活
で
も

弓
道
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
水
泳
、

そ
し
て
吹
奏
楽
や
軽
音
楽
な

ど
す
べ
て
の
部
に
お
い
て
輝

か
し
い
実
績
を
残
し
ま
し
た
。

昨
年
の
先
輩
が
大
学
進
学
実

績
を
躍
進
さ
せ
た
の
を
受
け
、

今
は
猛
勉
強
中
で
す
。
素
晴

ら
し
い
進
学
実
績
を
残
し
て

巣
立

っ
て
く
れ
る
と
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
桜

修
館
中
等
教
育
学
校
で
も
、
五

年
前
に
は
小
学
生
の
よ
う
な

幼
さ
の
残
っ
た
生
徒
達
が
、
今

や
た
く
ま
し
く
成
長
し
、
来
年

に
は
６
年
生
に
な

つ
て
大
学

受
験
に
挑
戦
し
ま
す
。
進
路
希

望
調
査
で
は
、
東
大
を
日
指

す
者
が
十
名
近
く
い
る
他
に
、

一
橋
や
東
工
大
な
ど
国
公
立

大
学
を
目
指
す
者
が
数
十
名
、

早
稲
田
、
慶
応
、
明
治
な
ど
名

門
私
立
大
学
を
目
指
す
も
の

が
百
名
近
く
お
り
ま
す
。
旧

制
府
立
高
等
学
校
と
同
様
に
、

生
徒
数
は

一
学
年
が
百
六
十

繋
が
る
伝
続

¨
、学
校
の
現
状

本
校
は
、本
年
度
を
も
っ
て

閉
校
す
る
が
、先
輩
方
が
築
い

た
「自
由
と
自
治
」
の
伝
統
を

継
承
し
、
ま
す
ま
す
繁
栄
を
続

け
て
い
る
。

五
月
ド
句
の
ク
ラ
ス
マ
ッ

チ
。
都
人
附
生
が
、
幹
部
と
し

て
取
り
仕
切
る
最
後
の
学
校

行
事
。
前
日
の
大
雨
で
、
会
場

東
京
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校

副
校
長

笹

の
ぶ
え

と
な
る
駒
沢
公
園
の
競
技
場

は
浸
水
。
し
か
し
、
早
朝
か
ら

集
合
し
た
幹
部
た
ち
の
人
海

戦
術
に
よ
る
吸
水
、
砂
撒
き
、

ラ
イ
ン
引
き
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
で
、
競
技
場
の
コ
ン
デ

シ
ョ
ン
も
整
い
、無
事
開
催
ｃ団

別
応
援
合
戦
、全
員
リ
レ
ー
、団

別
対
抗
戦
等
、初
夏
の
一
日
、熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。

二
、教
員
の
異
動
状
況

転
出

（氏
名
、
担
当
、
転
出
先
）

粕
谷

薫
子
（国
語
）

深
沢
高
校

佐
藤

義
弘
（世
界
史
）

松
原
高
校

菊
地

幹
雄
（地
理
）

北
園
高
校

竹
花

康
男
（物
理
）

大
泉
高
校

松
田

政
幸
（生
物
）

清
瀬
高
校

江
島

利
治
（保
健
体
育
）

立
川
国
際
中
等
教
育
学
校
兼

北
多
摩
高
校

北
田
和
吉
（英
語
）

白
鴎
高
校

兼

白
鴎
高
校
附
属
中
学
校

松
本

麻
子
（英
語
）

国
際
高
校

母校の開校記念誌
「 自由と自治」
3月 5日発売 !!

名
と
少
な
い
の
で
す
が
、
個

性
豊
か
で
や
ん
ち
ゃ
な
と
こ

ろ
は
、
旧
制
府
立
高
等
学
校

や
都
立
大
附
属
高
等
学
校
の

遺
伝
子
を
し

っ
か
り
と
受
け

継
い
で
い
る
よ
う
で
す
。
文

字
通
り
「個
体
発
生
は
系
統
発

生
を
繰
り
返
す
」
で
す
。

今
後
、
都
立
大
附
属
高
等

学
校
の
名
は
同
窓
会
と
し
て

残
り
ま
す
。
末
永
く
同
窓
会

の
発
展
を
祈
り
ま
す
。
そ
し
て
、

皆
さ
ん
が
生
み
出
し
た
桜
修

館
中
等
教
育
学
校
も
温
か
く

見
守
っ
て
下
さ
い
。

九
月
上
旬
の
記
念
祭
。
府

立
高
校
時
代
か
ら
の
伝
統
の

演
劇
。
最
後
の
三
年
生
四
ク

ラ
ス
が
挑
戦
し
た
の
は
、
『死

神
の
精
度
』
「時
を
か
け
る
少

女
』
『ザ

・
マ
ジ
ツ
ク
ア
ワ
ー
』

「
ぼ
く
た
ち
と
駐
在
さ
ん
の

七
〇
０
日
戦
争
』
の
演
日
。
ク

ラ
ス
の
個
性
を
発
揮
し
、
涙
あ

り
、
笑
い
あ
り
の
舞
台
は
、
リ

ハ
ー
サ
ル
、
一
日
日
、
二
日
日

と
、
進
化
し
続
け
、
見
事
に
観

客
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
た
。

出
入
り
の
ヵ
メ
ラ
マ
ン
が
、

「毎
年
、
期
待
通
り
の
演
劇
を

披
露
し
て
く
れ
る
。他
の
都
立

高
校
に
比
し
て
も
精
度
の
高

い
舞
台
で
あ
る
。
」
と
評
し
て

い
た
。

行
事

で
力
を
発
揮
し
た

１
５
８
名
の
都
人
附
三
年
生

は
、
今
度
は
、
「真
理
の
探
求
」

と

一
人

一
人
の
進
路
実
現
に

向
け
、受
験
勉
強
に
邁
進
し
て

い
る
。

母校の閉校を記念して母校が編纂を進めて

いた記念誌「自由と自治」が、来年 3月 5日 、

閉校記念式典の当日発行されることになり

ました。

饉劃奮護(目次抜粋)

挨拶 :須藤 勝校長、内野滋雄当会理事長、

楠川絢一府立高校同窓会理事長、第19～

23代校長、野上公平閉校記念碑作家

本校の歩み沿革

同窓生 :三善 晃 (1期 )、 堀内茂男 (2期 )、

雨宮 健 (3期 )、 柳沢信夫 (4期 )、 宮下 襄

(5期 )、 田中敏雄 (6期 )、 川上隆朗 (7期 )、

須田大春 (8期 )、 朱牟田静雄 (9期 )、 佐伯

貞浩 (10期 )、 藤原卓利 (11期 )、 渡辺知之

(12期 )、 13期 同期会代表、菅野 敬 (14期 )、

長沼行太郎 (15期 )、 鹿島則雄 (16期 )、

中原 宣 (17期 )、 渡辺俊雄 (18期 )、 吉安慎二

(19期 )、 司馬春英 (20期 )、 塚田紀子 (23期 )、

田中桂子 (26期 )、 大野文博 (27期 )、 安部文晴

(28期 )、 瀬川智貴 (29期 )、 星野祐史 (30期 )、

諸橋敬子 (30期 )、 藤原桂子 (32期 )、 川面 忠

(34期 )、 海老澤美春 (51期 )、 野口立行 (56期 )、

本村茉莉 (57期 )、 小山雅人 (58期 )、 田中駿一

(59期 )、 西田幸哉 (61期 )

教職員等 :学習指導、進路指導、生徒指導、

クラブ活動

資料 :紀要編纂、学校通信「とだいふ」、校歌・

寮歌、教職員在職年表、最終年度生徒・教職員

髯

白↓と白老
関薇3`心え,

贅マ祥:九々゙韓尋■卜学k
■城22ふ フヽ

A4版・約 150頁・見返付並製

注文の方法 :

同封の振替用紙で注文して ください。

発行後メール便でお送 りいたします。

※
去
紙
の
デ
ザ
イ
ン
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．ヽ

頒布イ面格 (送料とも)1,500円
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東京都立大学附属高等学校同窓会報

この名簿補遺は

ヽ′

同窯会名簿補遺 られ

、平成21年 10月 1日 ～平成22年 9月 30日 の間、本人、または学年理事・クラス評議員から寄せ

に、文書により本人の確認を得た上で、平成17年発行の同窓会名簿の補遺として掲載するものです.

東京都立大学附属高等学校の閉校

にあた り、東京都立大学附属高等学

校、東京都立大学附属高等学校同窓

会、東京都立大学附属高等学校およ

び東京都立桜修館中等教育学校 保

護者と教職員の会は、「 真理の探 )|て 」

を実現 し続けた、本校の教育活動の

足跡を後世に残 した く、仮称「 八雲

が丘文庫」の開「1受を計画しております。

本校はこれまで、14,000名余 りの

卒業生を輩出して参 りました。その

中には、学術研究者 。芸術家の方々

も数多い らっしやい ます。 同時に、

本校で教鞭を執られた歴代の教職員

の中にも、生涯を学術研究に傾けた

方々も多いと聞き及んでおります。

このような都大附にゆか りのある

皆様方のご研究、 こ研鑽の成果を、

本校の教育活動の成果の証として一

か所 に残す とともに、本校 の伝統を

受け継ぎ新たに発展 。成長 していく、

桜修館中等教育学校の生徒たちに示

す ことで、彼 らの学ぶ意欲を引 き出

し、先輩方を将来の学ひ 111:Dモデルにし、

彼 らの今後の「 真理の探求 」の指針に

させたい と考えます c

そ こで、仮称「 八雲が丘文庫 」を、

本校 図書館 内に開設 し、桜修館中等

教育学校 に引 き継いで参 りたい と存

じます .

ついて |ま、頚多 つ卒業上、教載 員

の音様 乃ヽ ら、 こ者書 。こヌ:南1の こ寄

贈を賜 り、文庫 の充実を図 りたい と

考えます― こ賛 同い ただ け る 方 lま 、

ヨ こ悪fで
「

~■
、｀言三までこ書言 。こ

ズ=i⊃こ;是供をお願い昨し 上|ェます.

寄贈先 :東京都立大学附属高等学校

内 千1支称「 八雲が丘文庫 」担当

〒 152-0023東京都 目黒区八雲 1-1-2

Tel.03-3723-9966

1'ax.03-3724-7041

*誠に恐縮ですが、送料の こ負担 を

お願いいた します。

また、 1司窓生、教職 員の著書 に関

す る図書 目録 の こ送付も受 け付けま

す。その場合は、①書名、②著者名、

③発行所名を ご記入 の 上、上記に こ

送付 ください。 PTA閉 校委 員会 閉

校記念事業の予算で、図書 日録 よ り

選定 した 玉書を 靖 ア、_、
′
更■「「、雲

が丘文庫 =の蔵書 と致 します
=

問い合わせ先 :同窓会事務局

〒158-0084東京都世田谷区東玉川

2-3-15野口 貞義 方

Tel&Fax.03-3720-6007

s_■ Oguchi(υ ja2.so― net.ne.jp

■
―
―

‘
ｌ
ｉ

言卜幸晨
警 4期 B組 松原省我

(平成 21年 7月 6日 )

松尾 (近藤 )直美

(平成 20年 8月 1日 )

高 田宗 昌

C組 岩丼卓也

(平成 20年 3月 17日 )

驀 26期 C組 美濃輪恵子

(平成 21年 9月 )

3

仮称「八雲が丘文庫」開設に際し、図書ご寄贈のお願い
東京都立大学附属高等学校 副校長 笹 のぶえ



蒻
等

昭和 25年 (1950年)11月 15日木造瓦葺新校舎完成。

全教職員の記念写真 (写真提供 :山際正之 )
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梁
田

貞
先
生
の
想
い
出

人
生
の
師
、
小
松
先
生
と
片
山
先
生

小
松
利
夫
先
生
は
一
．年
と

三
年
の
と
き
の
担
任
だ
っ
た
。

体
育
の
先
生
で
、
が

っ
ち
り

し
た
身
体
付
き
は
、
半
世
紀

近
く
経

っ
て
、
ク
ラ
ス
会
に

参
加
し
て
頂
い
た
と
き
も
変

わ
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
我

々
も
六
十
代
に
入
る
と
、
男

性
諸
君
と
先
生
と
の
外
見
の

差
は
さ
ほ
ど
無
く
な
る
。

Ｌ
北
沢
駅
の
近
く
の
、
ま

だ
武
蔵
野
の
お
も
か
げ
の
残

る
静
か
な
広
い
敷
地
の
中
に

あ
る
先
生
の
お
宅

へ
、
ク
ラ

ス
の
友
人
た
ち
と
数
回
伺
っ

た
。
根
本
的
に
優
し
い
お
人

柄
の
先
生
だ
。
そ
れ
を
表
に

出
さ
な
い
。
問
題
を
抱
え
て

い
る
生
徒
の
側
に
、
さ
り
げ

な
く
居
て
く
だ
さ

っ
た
な
あ

と
、
後
に
な
つ
て
気
つ
く
。

奥
様
が
倒
れ
ら
れ
て
か
ら
、

三
度
の
食
事
は
先
生
が
作
ら

れ
る
と
言
う
。
三
年
前
ま
で

は
山
登
り
を
さ
れ
て
い
た
。

同
期
の
男
性
た
ち
も
数
回

一

緒
に
登

っ
て
い
る
。
師
弟
の

関
係
を
越
え
た
厚
情
が
あ

っ

私
は
昭
和
二
十
一年
（
１
９

４
６
年
）春
、
旧
制
度
の
都
立
高

等
学
校
尋
常
科
に
入
学
し
ま
し

た
。当
時
高
等
学
校
は
全
国
に

二
十
九
校
あ
り
ま
し
た
が
、
本

校
の
様
に
通
常
五
年
の
中
等
教

育
を
四
年
で
終
え
て
高
等
学

校
に
直
結
す
る
、所
謂
七
年
制

高
等
学
校
は
全
国
に
六
校
の
み

で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
を
日
指

す
も
の
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に

選
り
す
ぐ
ら
れ
た
優
秀
な
先
生

方
を
揃
え
た
の
は
勿
論
、幸
い

に
も
戦
災
を
免
れ
た
鉄
筋
三
階

建
の
校
舎
は
、
大
き
な
講
堂
や

天
文
台
ま
で
備
え
た
立
派
な
も

の
で
、俗
に
「東
洋
の
イ
ー
ト
ン

校
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
教
育
制
度
の
変
革

が
あ
り
、
三
年
後
に
は
都
立
大

学
附
属
高
校
に
変
わ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
間
に
得
た
多
大
な

知
識
と
教
養
の
糧
、
人
生
の
教

訓
指
針
な
ど
諸
々
の
も
の
は
、

六
卜
年
を
経
た
今
で
も
心
の
支

え
で
あ
り
、忘
れ
得
ぬ
も
の
で

あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
尋
常
科
二

年
の
時
音
楽
を
担
当
さ
れ
た

梁
円
　
貞
（
や
な
だ

。
た
だ

し
）先
生
を
忘
れ
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
言
う
ま
で
も
な

く
梁
田
先
生
は
、
歌
曲
「城
ヶ

島

の
雨
」
の
作
曲
者
と
し
て

夙
（
つ
と
）
に
有
名
な
方
で
、

当
時
日
本
を
代
表
す
る
作
曲
家

山
際

正
之

（２
期
）

の
お
一
人
で
し
た
。

先
生
は
本
校
と
と
も
に
、都

立

一
中
（現
日
比
谷
高
校
）
で
も

教
鞭
を
と
れ
ら
れ
、
大
柄
で
端

正
、
そ
の
威
厳
あ
る
風
貌
は
両

校
で
「カ
バ
」
と
も
「
ラ
イ
オ
ン

」
と
も
呼
ば
れ
る
異
名
で
親
し

ま
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
は
歌
唱
の
発
音
に
は
特

に
厳
格
な
方
で
、音
楽
の
授
業

の
中
で
「春
高
楼
の
花
の
宴
…
」

や
、
「
↓
ヨ
〓
２
ｏ
日
‘
〓
２
ｏ

ｒ
〓
〓
ｏ
∽
ご
『
…
」
を
よ
く
聴

か
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
が
、

朗
々
と
教
室
に
響
く
先
生
の
素

晴
ら
し
い
バ
リ
ト
ン
は
、

ｌＥ
に

ラ
イ
オ
ン
の
名
に
相
応
し
く
、

類
の
な
い
名
唱
で
し
た
。

で
も
そ
の
反
面
、
北
海
道
出

身
の
先
生
は
方
言
の
せ
い
な
の

か
、普
段
の
お
話
し
で
は
、例
え

ば
「音
楽
学
校
」が
ど
う
し
て
も

「ク
」
が
抜
け
て
し
ま

っ
て
「オ

ン
ガ
ガ
ツ
コ
ウ
」に
な
つ
て
し

ま
う
な
ど
、大
変
ユ
ニ
ー
ク
で
も

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
忘
れ
難
い
一
面

も
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
ｃ

梁
田
先
生
は
、
昭
和
三
十
四

年
（１
９
５
９
年
）に
七
十
三
歳

で
逝
去
さ
れ
、
今
は
東
京
小
平

市
の
小
平
霊
園
に
夫
人
と
と
も

に
眠
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
大
き

な
お
墓
は
墓
石
と
と
も
に
そ
の

一
角
に
「城
ヶ
島
の
雨
」
の
楽
譜

が
石
に
刻
ま
れ
、先
生
の
功
績
を

永
遠
に
伝
え
て
お
り
ま
す
。

杉
浦
清
子

（１０
期
）

た
よ
う
だ
。

毎
年
ご
自
分
で
撮
ら
れ
た

美
し
い
高
山
植
物
の
年
賀
状

を
い
た
だ
く
。　
一
昨
年
大
腸

が
ん
の
手
術
を
さ
れ
て
心
配

し
た
が
、
今
年
は
自
分
で
作

っ
た
、
き
ゅ
う
り
、
と
ま
と

等
を
抱
え
た
笑
顔
の
年
賀
状

を
頂
い
た
。

小
松
先
生
は
私
た
ち
の
人

生
の
師
で
も
あ
る
。

片
山
　
徹
先
生
。
朝
の

一

時
限
日
の
授
業
前
の
三
十
分

に
「
聖
書
の
話
」
が
あ
る
と
聞

い
て
参
加
し
た
。
七
、
八
人
い

我
が
母
校
の
先
生
の
思
い
出

は
、
指
定
の
字
数
で
は
書
き
き

れ
ま
せ
ん
。
お
名
前
を
書
く
だ

け
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
そ
う
で

す
。

１８
期
卒
業
で
す
の
で
担
任

の
先
生
は
、
Ａ
組
大
山
　
巌
、

Ｂ
組
丸
山
ま
つ
、
Ｃ
組
黒
羽
清

隆
、
Ｄ
組
本
吉
　
侃
、
Ｅ
組
深

民
民
雄
、
Ｆ
組
工
藤
好
吉
の
各

先
生
で
し
た
。

私
は
工
藤
先
生
が
担
任
で
し

た
。
ク
ラ
ス
会
を
４
年
に
１
同

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
年
に
行
っ
て

お
り
、
毎
回
出
席
さ
れ
、
卒
業

し
て
何
卜
年
経
っ
て
も
当
時
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う
で
「
立

派
に
な
っ
た
」「
変
わ
っ
た
」
と

書
き
き
れ
ぬ
ほ
ど
の
人
生
の
先
達

た
と
思
う
。
物
理
の
先
生
と

聖
書
の
取
り
合
わ
せ
に
も
興

味
が
あ
っ
た
。

「
神
は
愛
な
り
」
と
言
わ
れ

て
も
、
神
の
存
在
そ
の
も
の

が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
信
仰

を
持

っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
先

生
は
い
い
な
あ
、
と
い
う
思

い
は
あ

っ
た
。
そ
の
後
学
生

運
動
（安
保
闘
争
）
等
で
、
神

か
ら
は
益
々
離
れ
て
い
っ
た
。

そ
れ
か
ら
十
数
年
後
私
は

受
洗
し
た
。

三
十
数
年
の
ジ
グ
ザ
グ
の

信
仰
生
活
の
末
、
今
は
神
と

共
に
い
る
幸
せ
を
噛
み
し
め

て
い
る
。
天
国
で
再
会
し
た

ら
、
片
山
先
生
と
た

っ
ぷ
り

聖
書
の
話
を
し
て
み
た
い
。

北

原

久

利

（１８
期
）

言
い
な
が
ら
昔
の
話
を
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
北

京
大
会
の
年
に
は
ま
だ
ま
だ
お

元
気
で
し
た
が
、
昨
年
９
月
に

永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

在
学
中
は
勿
論
、
卒
業
後

も
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
が
い

ら
つ
し
や
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の

顧
間
で
合
宿
の
お
手
伝
い
で
の

春
山
秀
雄
先
生
。
何
度
も
お
宅

へ
伺
っ
て
、
ご
母
堂
に
お
茶
を

出
し
て
い
た
だ
い
た
野
村
精

一

先
生
。
中
大
夜
間
部
の
講
師
を

し
て
い
ら
つ
し
ゃ
る
時
に
、
親

友
の
金
子
修

一
君
と

一
番
前
の

席
に
座
り
、
入
っ
て
き
た
先
生

を
驚
か
せ
、
講
義
後
に
居
酒
屋
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東京都立大学附属高等学校同窓会会報

15期のサイ トに投稿された
メールの抜粋です  佐々 木浩二 (15期 )

‐ ‐ 1:::′ |な i:-lal lyles、 こtge ―‐‐■|―

Subled:[わkou-1 5th―alumnlH00493]山 際先生の「それはエチオビア語
か

'」
皆さま、長沼です

山際先生が怖かったかどうかは別にして、授業でへんな英語を答えると、
「それはエチオビア語か

'」
と言われたことを覚えているひとはいません

か
'こ

れは不思議だったのでずっと記憶に残ってました。なぜエチオピ

アなのだろう
'

同じ1年のとき、人文地理の柴田先生は、フラジルのコーヒーよりもエチ

オピアのコーヒーのほうが高級なのだと講義してくれたような気もします。
議
中略

~…

… 0.1摯 |て

'11ヽ

ル:ド):[〕 こ,■   .1'

S洸

"d:Re:[わ

kou-1 5th―alumnlH00495]山 際先生の「それはエチオビア

語か
'」

長沼さん /皆 さん、佐 木々です
肝心な授業の中身はほとんど忘れてしまったけれど妙なことは結構覚え
ています。
・柴田さん : 口癖 ''乾燥地帯と櫂曲山脈"

"乾燥地帯と櫂曲山脈'' ⇒ 地理学的に見て、櫂曲山脈の下(そ は?)に

は凸型の岩盤があり岩盤のふたの下に石油がたまる.

乾燥地帯の持つ意味についてはあまり記憶がないのではっきりとは申し
上げられませんが、やはり石油が関係していたかと思います。この地帯は
これからとても重要になるというようなことを話されていたことを理解
できず、法螺かななどと思いながら聞いていました。
・三木さん :試験にでた :“ …アラーの神以外に神はなし… ''を アラ
ビア語で書きなさい“アラー… ''こ の意味と重要性は、卒業後何十年も
たって、やっと理解できました。すごい先生に習っていたんですね。

_ _  ti.|li‐ lF I々1111■
=■

,■二Ⅲ  … t・ 11

Sua∝ t:[わkou-1]h― alumnlH00496]ト リツ伝説、柴田孝夫先生編
佐 木々さん、皆さん長沼です
三木亘さんの世界史のテストにそんな「アラー」の問題が出たことは覚え
ていないです。私のほうは、三木さんの授業では、「宗教的寛容」「宗教的非
寛容」ということばは覚えていて、イスラム教の話題になると、三木さん

を思い出します。イスラム教の都市は異教徒に寛容だったとよく言われ
るけど、いまイスラム教内部では内ゲバやってるのはなぜだろう

'☆墨以下略(別の機会に)

工
藤
好
吉
先
生
を
偲
ん
で

小
木

」県
如

（２３
期
）

平
成
２０
年
９
月
１８
日
、
工

一
藤
好
吉
先
生
が
８２
年
の
生
を

で
ビ
ー
ル
を
ご
馳
走
に
な
っ
た

松
　
俊
夫
先
生
。
私
が
地
方
へ

赴
任
し
た
時
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

高
校
通
信
講
座
で
松
先
生
の
声

や
、
黒
羽
先
生
の
姿
を
た
ま
に

見
て
、
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
も

の
で
し
た
。

当
時
は
先
生
に
は
あ
だ
名
が

あ
る
に
は
あ
り
ま
し
た
が
、普

通
我
々
の
会
話
で
は
、
「さ
ん
」

付
け
で
呼
ん
で
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
し
、
今
で
も
「さ
ん
」付

け
で
ク
ラ
ス
会
で
は
話
し
て
い

ま
す
。
「ボ
ン
ジ
」
こ
と
萱
本
先

生
、
「齋
ば
あ
さ
ん
」
、
「チ
ビ

太
」
こ
と
野
村
先
生
な
ど
は
、親

し
み
を
込
め
て
の
愛
称
と
い
っ

た
も
の
で
し
た
。

そ
れ
は
当
時
の
先
生
方
は

生
徒
と
の
距
離
が
近
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
敬
し
て
遠
く
に
置

く
「
恩
師
」
以
上
で
あ
り
、
距

離
は
遠
く
て
も
常
に
近
く
に

意
識
し
、人
生
の
先
達
と
し
て
、

い
つ
ま
で
も
お
付
き
合
い
で

き
る
方
々
で
し
た
。
私
た
ち
の

誇
り
で
す
。

全
う
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も

日
焼
け
し
た
お
顔
で
ニ
コ
ニ

コ
と
笑

つ
て
い
ら

つ
し
ゃ
つ

た
お
姿
が
限
に
浮
か
び
ま
す
。

同
窓
会
報
の
誌
面
を
お
借
り

し
て
工
藤
先
生
を
偲
び
た
い

と
思
い
ま
す
。

周
知
の
通
り
私
た
ち
が
都

高
に
通

っ
て
い
た
昭
和
４５
～

４８
年
頃
は
、
隣
接
す
る
都
立

大
学
の
学
生
運
動
が
盛
ん
で
、

毎
日
ア
ジ
演
説
を
聞
き
な
が

ら
登
校
し
、
騒
然
と
し
た
中

で
の
授
業
が
続
き
ま
し
た
。

そ

の
影
響
を
受
け
、

ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
角
材
を
手

に
運
動
に
参
加
す
る
都
高
生

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

２３
Ｂ
に

も
活
動
に
共
鳴
し
た
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
も
数
人
い
ま
し
た
。

多
感
な
時
期
の
高
校
生
に

工
藤
先
生
は
熱
心
に
授
業

へ

の
復
帰
を
促
し
て
い
ま
し
た

が
、
世
の
中
の
矛
盾

へ
の
慣

り
と
現
実
に
す
べ
き
行
動
と

は
乖
離
し
た
ま
ま
で
、
先
生

と
学
生
と
間
に
わ
だ
か
ま
り

が
生
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
互
い
に
心
が
通
わ
ず
苦
し

か
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
れ
か
ら
３０
年
、
ご
退
職

後
お
住
ま
い
さ
れ
て
い
る
町

田
で
体
育
の
指
導
を
さ
れ
て

い
た
先
生
が
、

２３
Ｂ
の
ク
ラ

ス
会
に
初
め
て
出
席
し
て
い

た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
平
成
１５
年
６
月
１４
日
、

新
宿
モ
ノ
リ
ス
に
集
ま
っ
た

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
２９
名
の
前
で
、

元
気
な
お
姿
を
お
見
せ
に
な

ら
れ
た
工
藤
先
生
は

一
人
ひ

と
り
の
教
え
子
と
歓
談
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
問
題
の
教

え
子
と
語
ら
い
、
最
後
に
握

手
を
し
て
散
会
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
周
り
で
見
て

い
た
私
は
胸
に
こ
み
あ
げ
る

も
の
を
今
も
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

３０
年
の
時
が

か
か
り
ま
し
た
が
、
気
持
ち

を
通
わ
す
こ
と
が
で
き
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。

２３
Ｂ
は
毎
年
２
回
暑
気
払

い
と
忘
年
会
を
開
催
し
、
連

絡
を
取
り
合

つ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
忘
年
会
で
も
何
卜
年

ぶ
り
か
で
参
加
し
て
く
れ
た

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
現
れ
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
来
年
３
月

に
は
都
高
の
学
生
は
い
な
く

な
り
寂
し
く
思
い
ま
す
が
、

縁
が
あ

っ
て
同
じ
時
代
、
同

じ
学
校
に
通

っ
た
者
同
十
こ

れ
か
ら
も
大
事
に
し
て
生
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

れ
た
先
生
、
生
徒
を
対
等
な
人

間
と
し
て
尊
重
し
扱
っ
て
く
れ

た
先
生
、
原
理
原
則
で
突
き
放

し
た
先
生
。
学
園
紛
争
を
経
験

さ
れ
荒
波
を
乗
り
越
え
ら
れ
た

先
生
、
新
任
で
来
ら
れ
た
先

生
、
マ
イ
ペ
ー
ス
な
先
生
。
多

様
な
先
生
が
い
ら
つ
し
ゃ
り
、

色
々
な
価
値
や
考
え
方
、
人
間

模
様
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
さ
に
そ
れ
が
、
枠
に
は

ま

つ
て
い
な
い
こ
と
が
、
都

立
大
附
属
高
校
で
あ
り
、
自

由
と
自
主
性
、
規
律
の
土
壌

を
育
み
、
今
日
の
自
分
形
成

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
く

れ
た
と
感
じ
ま
す
。

思
え
ば
、
特
定
の
先
生
で

は
な
く
、
出
会

っ
た
先
生
方

す
べ
て
が
、
自
分
の
恩
師
で

は
な
い
か
と
。

●
こ
の
頂
次
ベ
ー
ジ

ヘ
続
く

出
会

っ
た
先
生
全
て
が
恩
師
　
　
岡
田
晴
道
（２７
期
）

入
学
し
て
か
ら
二
十
余
年

の
月
日
。
１
９
７
０
年
代
の

当
時
は
、
学
校
群
制
度
（第
二

学
区
の
２３
群
で
広
尾
高
校
。日

黒
高
校
と
同
じ
）
の
中
で
大
学

の
附
属
で
あ
り
二
学
期
制
と

い
う
風
変
わ
り
、
学
園
紛
争

の
片
鱗
が
垣
問
見
え
、
新
旧

の
流
れ
が
交
針
し
て
い
た
様

に
思
わ
れ
ま
す
。

家
か
ら
遠
い
、
大
学
の
進

学
率
が
悪
い
な
ど
の
理
由
で
、

希
望
校
と
し
て
望
ん
で
入
学

し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
卒
業
時
に
は
見
事
な
ま

で
に
大
人

へ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
た
よ
う
な
向
山
な
校
風

に
染
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
今

で
も
当
時
の
学
校
生
活
は
楽

し
く
、
昨
日
の
よ
う
に
思
い

描
き
、
懐
か
し
い
世
界
が
広

が
り
ま
す
。
不
思
議
な
高
校

で
あ
り
、
生
活
で
し
た
。

同
好
会
に
所
属
し
て
い
た

私
、
特
定
の
先
生
と
の
接
点

は
薄
か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま

す
。
そ
の
分
、

一
年
二

三
年

次
の
担
任
は
勿
論
の
事
、
教

科
の
先
生
、
記
念
祭
の
窓
日

と
な

っ
た
先
生
な
ど
、
数
多

く
の
先
生
の
顔
が
浮
か
ん
で

き
ま
す
。

生
物
の
斉
先
生
、
数
学
の

新
倉
先
生
、
地
学
の
久
野
先

生
、
地
理
の
安
食
先
生
、
占

文
の
渡
邊
先
生
、
体
育
の
甲

田
先
生
、
お
名
前
は
忘
れ
ま

し
た
が
美
術
の
ラ
イ
オ
ン
丸
、

家
庭
科
の
調
理
実
習
の
先
生

な
ど
、
強
烈
な
個
性
を
持

っ

た
先
生
に
出
会
え
た
こ
と
は

幸
せ
で
あ
り
、
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と

思

っ
て
い
ま
す
。
好
き
だ

っ

た
先
生
、
嫌
い
だ
っ
た
先
生
。

生
徒
の
主
張
を
理
解
し
て
く

5
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３
年
の
春
に
関
東
大
会
に
出
場
里

渡
辺

孝

一郎

（４
期
）

小
中

¨
ぼ
く
ら
の
誇
り
は
、

昭
和
２８
年
の
関
東
大
会
に
、

東
京
代
表
で
出
場
し
た
こ
と

だ
ね
。
２
回
戦
で
優
勝
し
た

藤
沢
の
高
校
に
当

っ
て
負
け

た
け
ど
…

渡
辺

¨
確
か
、
東
京
か
ら
は

憲
法
施
行
記
念
地
区
大
会
で

準
々
決
勝
ま
で
勝
ち
進
ん
だ

８
校
が
代
表
校
に
な
っ
た
と

思
う
。
う
ち
は
、
準
決
勝
で

都
立
隅
円
川
高
校
に
負
け
た

ん
だ
。

土
屋

¨
う
ち
は
地
区
大
会
用

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
作
ろ
う

と
い
っ
て
、
下
着
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
シ
ャ
ツ
を
コ
ー
ヒ
ー
殻
で

染
め
た
ん
だ
よ
。
あ
れ
は
渡

辺
の
家
で
や
つ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。

小
中

¨
ア
ズ
キ
色
で

『都
立
』

と
い
う
ネ
ー
ム
を
ぬ
い
つ
け

た
ん
だ
。
当
時
の
都
立
附
属

の
運
動
部
で
は
、
バ
レ
ー
は

断
然
強
か
っ
た
な
。

渡
辺

¨
旧
制
か
ら
の
伝
統
で

練
習
は
週
２
回
で
１
回
３
時

間
。
そ
の
割
に
は
強
か
っ
た
。

も
っ
と
も
、
小
中
は
練
習
嫌
い

で
、
よ
く
サ
ボ
っ
て
一
度
は
破

門
に
し
た
ん
だ
。

小
中

¨
ボ
ー
ル
拾
い
す
る
の
が

嫌
い
で
ね
。
ほ
か
に
も
演
劇

を
や
っ
た
り
、
女
の
子
と
付
き

合
っ
た
り
、面
白
い
こ
と
が
あ
っ

た
か
ら
。

土
屋

¨
東
京
大
会
が
近
く
な
っ

て
、
当
時
は
９
人
制
だ
っ
た
か

ら
、　
一
人
足
り
な
く
て
、
鳩

首
協
議
の
け
っ
か
、
呼
び
戻
し

た
ん
だ
よ
。

小
中

¨
い
や
あ
、
あ
の
と
き
は

嬉
し
か
っ
た
よ
。
そ
れ
か
ら
ま

じ
め
に
な
っ
た
ね
。

こ
れ
は
１
９
８
９
年
１１
月

５
日
号
の
週
刊
読
売
の
「
サ

ー
ク
ル
同
窓
生
」
と
い
う
記

魃鰊 慧い%の輝濾笏 鱚能機贔吻鰤
原稿募集 :「 思い出の部活動 」を毎号連載しますので、部・サークル・同好会の歴史 。現状などの原稿を募集します。

締め切り:毎年9月 30日、本文 :400字程度 送り先 :〒 158-0084世田谷区東玉川 2-3-15野口貞義方 同窓会報編集室

生
徒
と
向
き
合
う
熱
意
・誠
意

英
語
の
加
藤
良
雄
先
生

石
川
恵
子

（３５
期
）

３
年
間
、
ク
ラ
ス
担
任
は

英
語
教
師
の
加
藤
良
雄
先
生

で
し
た
。
当
時
、
英
語
の
授

業
は
リ
ー
ダ
ー

（読
解
）
と
コ

ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン

（文
法
）
の
２

つ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
加
藤

先
生
は
、
私
た
ち
の
ク
ラ
ス

で
は
リ
ー
ダ
ー
の
授
業
を
受
け

持
た
れ
て
い
ま
し
た
。
ク
ラ

ス
担
任
と
し
て
の
先
生
の
想

い
出
、
英
語
の
教
師
と
し
て

の
先
生
の
想
い
出
を
そ
れ
ぞ

れ
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。ク

ラ
ス
担
任
と
し
て
の
先

生
の
想
い
出
は
、
何
と
い
っ

て
も

「
ク
ラ
ス
通
信
」
で
す
。

２
日
に
１
回
ぐ
ら
い
の
ペ
ー

ス
で
、
Ａ
３
（だ
っ
た
と
思
う
）

１
枚
の
紙
に
、
手
書
き
で
び
つ

し
り
と
、
生
徒
に
向
け
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
日
々
の
連
絡
事

項
の
ほ
か
、
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

や
記
念
祭
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト

に
お
け
る
校
内

・
ク
ラ
ス
内

の
状
況
を
ま
と
め
書
き
し
て

く
だ
さ
り
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

が
心
を

一
つ
に
し
て
物
事
に

取
り
組
め
る
下
地
を
作

っ
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
今
で
も

覚
え
て
い
ま
す
。

英
語
の
教
師
と
し
て
の
先

生
の
想
い
出
は
、
副
教
材
の

印
刷
物
で
し
た
。
文
学
作
品

の
引
用
の
ほ
か
、
「ビ
ー
ト
ル

ズ
世
代
」
の
人
ら
し
く
、
ビ
ー

ト
ル
ズ
の
歌
詞
の
引
用
も
あ

り
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
通
信
の

発
行
に
も
通
じ
る
の
で
す
が
、

英
語
を
楽
し
く
学
ん
で
も
ら

お
う
、
と
い
う
気
持
ち
の
現

れ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
定
時
制
の
高
校
で

教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

数
年
前
、
定
時
制
の
生
徒
と

の
日
常
に
つ
い
て
書
か
れ
た
、

あ
る
団
体
の
新
聞
向
け
の
連

載
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、

２０
数
年
前
と
同

じ
、
生
徒
と
向
き
合
う
熱
意
、

誠
意
を
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
担
任
を
さ
れ
て

い
た
と
き
は
、
校
内
で
も
「若

い
先
生
」
に
位
置
し
て
い
ま
し

た
が
、
来
年
３
月
に
定
年
を

迎
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
時

の
流
れ
の
速
さ
を
感
じ
得
ま

せ
ん
が
、
教
職
を
離
れ
て
も
、

何
ら
か
の
形
で
、
現
役
高
校

生
に
熱
い
気
持
ち
で
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
届
け
て
欲
し
い
と
思
う

の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
…
。

事
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
す
。

東
京
大
会
の
初
日
は
雨
。
い

つ
も
体
育
館
で
練
習
し
て
い

た
我
々
に
は
恵
み
の
雨
で
し

た
。我

々
の
同
期
生
（新
制
４
期
）

は
８
人
い
ま
し
た
。
昭
和
２９

年
の
卒
業
で
す
か
ら
、
以
来

５６
年
の
歳
月
が
流
れ
た
こ
と

私
達
男
子
バ
レ
ー
部
は
、
人

数
不
足
の
状
況
で
し
た
。
人
部

し
た
こ
ろ
は
人
数
も
少
な
い
上

に
引
退
を
日
前
に
し
た
２
つ
上

の
先
輩
し
か
お
ら
ず
、
試
合
前

に
怪
我
人
が
出
る
と
試
合
を
棄

権
し
て
い
た
ほ
ど
で
す
。

し
か
し
、
部
員
を
集
め
な
が

ら
経
験
者
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
部

長
が
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
、
部

員
も
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
練

習
に
励
み
、
な
ん
と
か
試
合
を

で
き
る
ま
で
の
人
数
と
戦
力
を

身
に
つ
け
ま
し
た
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
パ
レ
ー
部

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
一勺
口川

綱

菫̈
小
（６０
舶
期
）

に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
二
人
が

他
界
し
ま
し
た
が
、
夏
の
合
宿

を
含
め
、
我
々
の
代
が
コ
ー
チ

を
し
た
５
～
６
年
あ
と
の
後
輩

達
と
も
、
い
ま
だ
に
付
き
合
い

が
続
い
て
い
ま
す
。

将
に
青
春
時
代
の
懐
か
し
い

思
い
出
の
＾
勘
で
す
。

最
初
は
一
回
戦
で
敗
退
し
て

ば
か
り
で
し
た
が
、
学
年
が
あ

が
り
後
輩
が
新
た
に
加
わ
っ
た

こ
と
で
練
習
に
は
今
ま
で
以
上

に
熱
が
人
り
、
つ
い
に
部
内

１
８
６
校
中
毬
位
と
い
う
成
績

を
お
さ
め
ま
し
た
。

先
輩
が
い
な
か
っ
た
こ
と

で
私
達
の
代
は
和
気
あ
い
あ

い
と
練
習
を
し
て
お
り
、
み

ん
な
で
練
習
や
筋
ト
レ
の
メ

ニ
ュ
ー
を
提
案
し
あ
い
日
々

精
進
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
団
結
力
が
高
め

ら
れ
、
着
実
に
実
力
を
あ
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
私

は
思
い
ま
す
。

人
数
が
少
な
い
分
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
男
子
バ
レ
ー
部
な
ら

で
は
の
、
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気

は
後
輩
達
に
も
受
け
継
が
れ
、

後
輩
達
も
日
々
工
夫
を
こ
ら
し

て
練
習
し
て
い
た
よ
う
で
す
こ

し
か
し
こ
う
し
て
代
々
受
け

継
い
で
き
た
バ
レ
ー
部
も
、
都

大
附
を
引
き
継
ぐ
桜
修
館
に
は
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東京都立大学附属高等学校同窓会会報

一

女
子
バ
レ
ー
部
の
こ
と

男
子
バ
レ
ー
部
が
な
い
た
め
、

今
年
度
を
も
っ
て
途
絶
え
て
し

ま
い
ま
す
。

自
分
の
通
っ
た
学
校
の
名
前

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
悲

し
い
こ
と
で
す
が
、
こ
う
し
て

最
後
ま
で
後
輩
達
が
バ
レ
ー
部

を
継
い
で
く
れ
た
こ
と
を
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
し
、
残
し

女
子
バ
レ
ー
部
は
、
昭
和

２７
年
、
斎
正
子
先
生
の
勧
め

で
、
４
期
を
中
心
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
当
時
女
子
の
生

徒
は
１
学
年
５０
人
に
過
ぎ
ず
、

９
人
制
の
よ
ち
よ
ち
歩
き
の

ひ
よ
こ
で
、
男
子
と

一
緒
に

細
々
と
練
習
を
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
５
期
に
日
黒
の

区
立
中
学
で
の
経
験
者
を
迎

た
記
録
や
バ
レ
ー
部
で
す
ご
し

た
思
い
出
が
消
え
る
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
。

素
晴
ら
し
い
都
大
附
で
の

日
々
を
バ
ネ
に
、
都
大
附
の
卒

業
生
と
し
て
、
社
会
へ
出
て
も

そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を
活
か
し
て

輝
く
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

石
丼

典
子
（８
期
）

え
て
チ
ー
ム
の
形
を
整
え
ま

し
た
。
初
代
の
コ
ー
チ
は
男

子
と
同
じ
１
期
の
大
塚
相
次

郎
で
し
た
。

や
が
て
コ
ー
チ
に
４
期
の

土
屋
純
人
、
小
中
陽
太
郎
、

５
期
の
高
橋
清
彦
、
６
期
の

吉
田
敬

一
が
当
た
る
な
ど
代

代
卒
業
生
が
コ
ー
チ
と
し
て

熱
心
に
後
輩
の
指
導
を
す
る

こ
と
が
伝
統
と
な
り
ま
し

た
。
７
期
生
が
加
わ
っ
た

時
か
ら
、
女
子
の
第
１
回

軽
井
沢
夏
合
宿
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ご
父
兄
が
別
荘

を
使
わ
せ
て
下
さ
り
実
現

し
た
も
の
で
す
。
浅
間
山

の
噴
煙
を
見
な
が
ら
汗
を

流
し
た
の
が
楽
し
い
思
い

出
で
す
。
そ
の
後
、
沼
津

の
牛
臥
寮
で
も
春
合
宿
を

行

っ
た
り
、
白
馬
村
に
変

わ

っ
た
り
、
９
期
の
宮
内

紀
靖
が
こ
ま
め
に
面
倒
を

み
ま
し
た
。

し
か
し
女
子
バ
レ
ー
が
東

京
の
強
豪
た
ち
と
伍
し
て
、

戦
う
チ
ー
ム
に
変
質
し
た
の

は
、
甲
円
充
彦
先
生
が
体
育

教
師
と
し
て
赴
任
し
て
か
ら

で
す
。
１
学
年
の
女
子
生
徒

数
も
１
０
０
人
に
増
え
て
い

ま
し
た
。

２１
期

の
頃
に
は
、

今
で
も
日
黒
区
の
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
で
活
躍
す
る
よ
う
な

選
手
も
登
場
し
ま
し
た
。
ま

た
２５
～
２７
期
生
の
テ
ー
ム
は
、

東
京
都
の
ベ
ス
ト
ー６
に
な
り

関
東
大
会
に
出
場
す
る
と
い

う
戦
績
を
修
め
て
い
ま
す
。

こ
の
時
の
経
験
者
２５
Ｄ
の
大

浜
あ
つ
子
（旧
姓
　
疋
田
）
は
、

そ
の
後
母
校
の
体
育
の
教
師

（非
常
勤
）
を
１７
年
間
勤
め
、

後
輩
の
指
導
に
当
た
り
ま
し

た
。や

が
て
、
２
層
の
体
育
館

も
完
成
し
、
女
子
バ
レ
ー
は
、

毎
年
３
月
末
、
男
子
と
共
同

で
、
現
役
男
女
と
と
も
に
「都

立
バ
レ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
」
を
開

催
、
体
育
館
で
汗
を
流
し
、

そ
の
後
教
室
で
交
歓
会
を
開

い
て
い
ま
す
。

母
校
が
新
し
い
形
に
な
り
、

体
制
が
変
わ

っ
て
も
、
９
人

制
が
６
人
制
に
な

っ
て
も
存

続
し
発
展
し
た
よ
う
に
、
都

立
バ
レ
ー
が
同
窓
生
の
心
の

中
に
存
続
し
発
展
し
続
け
る

こ
と
を
信
じ
て
。

（以
上

い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
情

報
を
頂
い
て
纏
め
た
も
の
で

す
。
文
責

８
Ａ
石
井
典
子
）

Ｌ
「

■

「
■
■

濁̈

「

電
．「

ｉ

■
ョ

，
塁

憫

■

理

撻

¶

瑠

超

畷

翻

′

‐―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．蝠

仲
間
を
信
じ
る
全
員
バ
レ
ー

第
６１
期
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
キ
ャ
プ
テ
ン
　
鉤牧
十
万

一西
（
６１
鯛
利
）

私
た
ち
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
は
都
大
附
桜
修
館
合
同

チ
ー
ム
で
し
た
。
都
大
附
顧

間
の
洋
田
先
生
、
桜
修
館
顧

間
の
藤
原
先
生
と
共
に
、
都

大
附
三
名
、
桜
修
館
十
名
で

一
年
間
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

都
大
附
の
先
輩
方
か
ら
教

わ

っ
た
、
技
術
や
先
生
方
な

ど
周
り

へ
の
気
遣
い
、
仲
間

の
大
切
さ
を
桜
修
館

へ
伝
え

る
た
め
に
、
私
た
ち
都
大
附

生
は
、
チ
ー
ム
の
日
標
と
し

て
「
仲
間
を
信
じ
る
全
員
バ

レ
ー
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
合

同
チ
ー
ム
と

い
う
こ
と
で
、

特
に
テ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め

て
い
く
た
め
の
日
標
で
す
。

練
習
中
は
互

い
に
指
摘
し
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
意
見
を
交

換
す
る
な
ど
、
テ
ー
ム
内
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。
合

同
チ
ー
ム
だ
か
ら
こ
そ
、
よ

リ
チ
ー
ム
ヮ
ー
ク
を
意
識
し
、

互
い
に
高
め
あ
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
初
め
は
負
け

て
し
ま
う
試
合
が
続
い
た
の

で
す
が
、
秋
の
新
入
戦
で
は

一
部
大
会

へ
昇
格
す
る
こ
と

が
で
き
、
日
黒
区
大
会
で
は

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　
一
年
限
り
の
こ
の
チ
ー

ム
で
結
果
を
残
せ
た
こ
と
は

と
て
も
嬉
し
く
、
自
信
に
も

な
り
ま
し
た
ｃ　
一
年
間
、
苦

労
も
多
く
あ

っ
た
け
れ
ど
、

私
は
都
大
附
桜
修
館
の
合
同

チ
ー
ム
は
誇
り
に
思
え
る

チ
ー
ム
だ
と
、
自
信
を
持

っ

て
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
後
に
私
た
ち
都
大
附
か

ら
桜
修
館

へ
、
「
心
で
繋
げ
、

強
気
で
攻
め
ろ
」
と
い
う
言

葉
を
入
れ
た
横
断
幕
を
贈
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
桜
修

館
と
い
う
新
た
な
チ
ー
ム
で
、

さ
ら
に
上
を
日
指
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
時
に
は
悩

む
こ
と
も
辛
い
こ
と
も
あ
る

け
れ
ど
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
本

来
の
楽
し
さ
を
忘
れ
ず
に
、

日
々
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

都
大
附
最
後
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

男
子
は
２
０
１
０
年
５
月

２３
日
、
女
子
は
６
月
６
日
に

最
後
の
試
合
を
終
え
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー

ハ
イ
団
体
予
選
、

男
子
は
２
回
戦
、
女
子
は
東

ブ
ロ
ツ
ク
ベ
ス
ト
ー６
と
い
う

結
果
で
し
た
。
そ
し
て
、
本

大
会
が
都
大
附
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
最
後
の
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

私
た
ち
は
大
会
に
向
け
て
、

基
礎
打
ち
や
ノ
ッ
ク
、
テ
ー

ム
内
で
の
試
合
を
主
に
練
習

を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

部
長
金
森

つ
ば
さ
（６１
期
）

こ
の
大
会
を
迎
る
ま
で
に

テ
ー
ム
内
で
の
衝
突
が
あ
り
、

う
ま
く
練
習
が
ま
わ
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
思

う
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

時
に
は
自
分
達
の
プ
レ
ー
が

出
来
ず
に
悩
ん
だ
こ
と
や
、

い
く
つ
か
の
ペ
ア
組
み
替
え

な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
き
、

各
自
が
考
え
反
省
し
、
最
終

的
に
は
都
大
附
最
後
の
チ
ー

ム
と
し
て
大
会
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

試
合
で
は
、
そ
の
時
点
で

最
良
の
オ
ー
ダ
ー
で
臨
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
分
達
の
思
い
描
く
よ
う
な

試
合
運
び
が
で
き
ず
負
け
て

し
ま
い
、
悔
し
涙
を
流
し
た

者
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
全
員
が
こ

の

チ
ー
ム
で
試
合
が
で
き
て
良

か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
退
職
後
も
監
督

と
し
て
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ

た
戸
塚
先
生
、
技
術
指
導
を

し
て
く
だ
さ

っ
た
月
村
コ
ー

チ
。
多
く
の
先
輩
方
。
そ
し

て
、
た
く
さ
ん

の
時
間
を

部
活
に
割
き
、
自
分
た
ち
を

想

っ
て
行
動
を
し
て
く
れ
た

顧
間
の
横
江
先
生
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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吹
奏
楽
同
好
会
（吹
同
）

創
立
の
頃
の
思
い
出

「吹
同
」
創
立
メ
ン
バ
ー
有
志

吹
奏
楽
同
好
会
（以
下
略
し

て
吹
同
）
は
昭
和
３９
年
頃
、

１６

期
生

（昭
和
３８
年
入
学
）
及
び

１７
期
生

（同
３９
年
入
学
）
が
中

心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
は
音
楽
関
係
の
ク

ラ
ブ
と
い
え
ば
音
楽
智
識
研

究
会
し
か
な
く
、
中
学
校
で

の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
経
験
者
や

楽
器
好
き
の
連
中
が
集
ま
っ

て
、
楽
器
を
持
ち
寄
っ
た
の

が
始
ま
り
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。
当
初
は
ほ
ん
の
数
人
で
、

ク
ラ
ブ
と
し
て
は
認
め
ら
れ

な
い
「同
好
会
」
で
あ
り
ま
し

た
が
、
徐
々
に
メ
ン
バ
ー
も

増
え
て
い
き
ま
し
た
。

楽
器
は
自
分
持
ち
で
、

ＩＨ

音
楽
室
は
オ
ン
チ
専
有
の
た

め
練
習
場
所
も
な

い
の
で
、

放
課
後
、
旧
校
舎
の
２
階
の

教
室
に
集
ま
っ
て
、
プ
ー
プ
ー
・

ブ
ー
ブ
ー
や
っ
て
い
る
と
、
１

階
の
教
員
室
か
ら
先
生
方
が

飛
ん
で
き
て
「
ウ
ル
サ
イ
、
や

め
な
さ
い
、
い
つ
ま
で
や
る

の
！
」
と
怒
ら
れ
た
こ
と
も
何

国
も
あ
り
ま
し
た
。
正
式
の

ク
ラ
ブ
で
は
な
い
の
で
、
記

念
祭
の
ス
テ
ー
ジ
に
も
出
し

て
も
ら
え
ず
、
当
時
の
新
校

舎
の
空
き
教
室
の

一
隅
で
、

執
行
部
委
員
の
「君
達
の
控
え

室
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
」
な
ど

と
い
う
罵
り
に
耐
え
な
が
ら
、

演
奏
披
露
を
し
て
お
り
ま
し

た
（写
真
参
照
）。

演
奏
曲
日
は

「士
官
候
補
生
」
と

か
「錨
を
あ
げ
て
」

と
か
の
マ
ー
チ
も

の
が
中
心
で
、
現

在
の
よ
う
な
コ
ン

サ
ー
ト
向
け
の
編

曲
も
の
な
ど
は
考

え
ら
れ
も
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ

れ
で
も
こ
の
よ
う

な
活
動
が
認
め
ら

れ
た
の
か
、
数
年

後
に
は

「
ク
ラ
ブ

昇
格
」
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
、
正

式
の
ク
ラ
ブ
に
は
な
り
ま
し

た
が
、
皆

「吹
同
」
と
い
う
愛

称
が
好
き
で
し
た
の
で
、
ク

ラ
ブ
な
の
に
同
好
会
と
い
う

名
称
が
何
年
も
続
く
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

消
え
て
い
く
ク
ラ
ブ
も
あ

る
中
、
現
在
で
は
「吹
奏
楽
部
」

と
本
来
の
名
称
を
名
乗
り
、

立
派
に
活
動
が
継
続
さ
れ
て

い
る
ら
し
い
こ
と
を
思
う
と
、

創
立
メ
ン
バ
ー
と
し
て
は
万

感
の
思
い
で
す
。
も
は
や
昔

の
話
で
は
あ
り
ま
す
が
、
創

立
の
頃
の
話
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。な
お
、
写
真
に
は
写
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
女
子
部

員
も
多
数
在
籍
し
て
い
た
こ

と
を
申
し
添
え
ま
す
。

必
死
に
取
組
ん
だ
吹
奏
楽
部

安
藤
奈
保
子
（５８
期
）

私
は
平
成
１７
年
の
春
に
、
都

立
大
学
附
属
高
校
に
入
学
し
ま

し
た
ｃ
小
学
５
年
生
の
時
か
ら

ホ
ル
ン
を
吹
い
て
い
た
私
は
、

迷
う
こ
と
な
く
吹
奏
楽
部
に
入

部
し
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
当

時
の
吹
奏
楽
部
は
、
部
員
が
少

な
い
な
が
ら
も
皆
生
き
生
き
と

し
て
い
て
、
な
か
な
か
演
奏
が

ま
と
ま
ら
な
い
状
況
か
ら
何
と

か
一
歩
前
に
進
も
う
と
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。
春
の
コ
ン
サ
ー

ト
や
夏
の
コ
ン
ク
ー
ル
、
記
念

祭
な
ど
の
演
奏
す
る
機
会
を
目

標
に
し
て
皆
で
音
を
聴
き
合

い
、
音
楽
を
作
っ
て
い
き
ま
し

た
．高

校
を
卒
業
し
、
私
は
音
楽

大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
今
、

同
じ
学
科
の
友
達
が
作
曲
し
た

吹
奏
楽
の
曲
に
皆
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
音
大
に
は
、
当
た

り
前
の
よ
う
に
楽
器
が
吹
け
る

仲
間
が
そ
ろ
っ
て
い
て
、
楽
譜

を
見
て
音
を
出
せ
ば
、
も
う
そ

れ
な
り
の
形
に
な
っ
て
し
ま
う

‥
そ
ん
な
環
境
の
中
で
音
楽
を

や
っ
て
い
る
と
、
な
ん
だ
か
物

足
り
な
さ
を
感
じ
る
と
き
が
あ

り
ま
す
。
高
校
生
の
時
の
よ
う

に
、　
一
つ
一
つ
の
曲
に
こ
だ
わ

り
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
演
奏

を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
楽
し
く

な
る
よ
う
な
演
出
を
み
ん
な
で

考
え
、
仲
間
や
先
生
と

一
緒
に

悩
ん
だ
り
泣
い
た
り
笑
っ
た
り

し
な
が
ら
音
楽
を
作
り
、
う
ま

く
い
か
な
い
か
ら
こ
そ
毎
日
の

よ
う
に
集
ま
っ
て
練
習
す
る
…

そ
ん
な
必
死
さ
が
、
今
の
自
分

に
は
あ
る
か
な
？
と
最
近
よ
く

考
え
る
ん
で
す
ｃ

振
り
返

っ
て
み
て
「
必
死

だ
っ
た
な
あ
」
と
思
え
る
活
動

が
出
来
た
高
校
時
代
に
感
謝

し
、
当
時
の
自
分
に
負
け
な
い

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
音
楽
と

向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

漫
画
研
究
会
創
立
の
思
い
出

土
屋

晶
子
（３０
期
）

動
を
始
め
ま
し
た
。
部
室
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
自
分

た
ち
が
や
ろ
う
と
思
え
ば
す
ぐ

に
部
活
に
な
る
よ
う
な
気
楽
さ

が
あ
り
、
「何
か
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
』
と
い
う
プ
レ
ツ

シ
ャ
ー
も
な
く
、
好
き
な
絵
を

描
い
た
り
、
漫
画
や
ア
ニ
メ
に

没
頭
で
き
て
幸
せ
な
時
間
で
し

た
。記

念
祭
で
は
、
自
分
た
ち
で

描
い
た
絵
を
披
露
し
た
り
、
映

画
を
上
映
し
た
り
し
ま
し
た

が
、
お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
る

よ
り
、
自
分
た
ち
が
楽
し
ん
で

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
友

だ
ち
の
家
に
泊
ま
っ
て
、
夜
通

し
ア
ニ
メ
の
話
を
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
（そ
れ
も
、

部
活
だ
っ
た
の
か
な
？
）

私
は
大
学
に
行
っ
て
も
漫
両

研
究
会
に
入
り
、
相
変
ら
ず
イ

ラ
ス
ト
を
描
い
て
い
ま
し
た
ｃ

高
校
の
同
期
の
友
だ
ち
の
中
に

は
、
本
格
的
な
ア
ニ
メ
ー
タ
ー

に
な
つ
た
人
も
い
ま
す
。
私
は

そ
の
道
で
食
べ
て
い
け
る
程
の

腕
前
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
趣

味
の
域
は
超
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
児
童
館
に
勤
め
て
い
る
現

在
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー

や
カ
ッ
ト
を
描
く
に
は
苦
労
し

な
く
て
す
ん
で
い
ま
す
。

今
は
な
か
な
か
、
ゆ
つ
く
り

と
絵
を
描
く
時
間
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
あ
と
１０
年
ち
ょ
っ
と
し

て
退
職
し
て
時
間
に
余
裕
が
で

き
た
ら
、
ま
た
絵
を
描
い
て
み

よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
原
稿
依
頼
を
受
け
て

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
も
う
卒

業
し
て
か
ら
３０
年
以
上
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
驚
い
て
い
ま

す
。
私
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
絵

を
描
く
の
が
好
き
で
、
学
校
の

ノ
ー
ト
は
、
勉
強
の
ノ
ー
ト
な

の
か
、
落
書
き
帳
な
の
か
？
と

い
っ
た
感
じ
で
し
た
。
自
宅
で

も
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
水
彩
画

の
イ
ラ
ス
ト
を
暇
が
あ
れ
ば
描

い
て
い
ま
し
た
。
漫
画
は
読
む

も
の
も
も
ち
ろ
ん
大
好
き
で
し

た
ｃ

都
立
大
学
附
属
高
校
に
入

り
、
入
っ
た
部
活
は
な
ぜ
か
軟

式
テ
ニ
ス
部
で
し
た
。
高
校
に

入
っ
て
心
細
か
っ
た
私
は
、
同

じ
中
学
校
か
ら
き
た
友
だ
ち
の

選
ん
だ
部
活
に
入
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
で
も
、
運
動
が
苦

手
な
私
が
案
の
定
つ
い
て
い
け

る
わ
け
は
な
く
、
夏
に
や
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
、
「
や
は
り
好
き
な
漫
画
を

部
活
に
１
」
と
思
い
、
漫
画
や

ア
ニ
メ
好
き
の
友
だ
ち
と
漫

画
研
究
会
を
立
ち
上
げ
て
活

・Ｍ
隋
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存
知
の
よ
う
に
、全
国
の

旧
制
高
校
は
戦
後
の
教
育
制
度

の
改
革
で
、
１
９
４
９
年
に
廃

止
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
旧
制
府

立
高
校
は
都
立
大
学
に
、中
等

部
で
あ
る
尋
常
科
は
そ
の
附
属

高
校
と
な
っ
た
。
（そ
の
後
都
立

大
学
は
首
都
大
学
東
京
と
な
っ

て
い
る
）

旧
制
高
校
時
代
は
種
々
の
ス

ポ
ー
ツ
種
日
で
、全
国
大
会
と

し
て
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
開
催

さ
れ
て
い
た
が
、
わ
が
府
立
高

校
は
多
く
の
種
日
で
活
躍
し
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
等
で
は
全
国
制

覇
を
し
て
い
る
。

旧
制
高
校
廃
止
後
、
そ
の
Ｏ

Ｂ
の
テ
ニ
ス
愛
好
者
が
昔
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
を
Ｏ
Ｂ
で
や
ろ
う

と
い
う
事
と
な
り
、今
年
で
第

”
回
目
を
数
え
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
出
場
者
の
高
齢
化
が
進

ト

イ

　

プ

み
（帥
歳
に
近
い
か
又
は
そ
れ

以
上
）段
々
と
出
場
者
の
数
も

減
り
、本
年
の
第
３９
回
を
も
つ

て
幕
を
開
じ
る
事
と
な
っ
た
。

本
校
の
第
二
期
生
は
、
元
旧

制
高
校
の
尋
常
科
で
あ

っ
た

事
、
ま
た
年
齢
も
旧
制
高
校
生

に
近
い
た
め
、
こ
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
ヘ
の
参
加
が
許
さ
れ
、第

３６
回
頃
か
ら
参
加
を
し
て
い

た
。
旧
制
府
立
高
校
の
Ｏ
Ｂ
選

手
に
二
期
生
を
加
え
た
７
～
８

名
の
メ
ン
バ
ー
は
、
３
チ
ー
ム

の
ダ
ブ
ル
ス
を
組
み
、全
国
の

旧
制
高
校
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
と
団
体

戦
を
行
っ
た
ｃ
参
加
す
る
旧
制

高
校
は
、北
は
弘
前
高
校
か
ら
、

南
は
鹿
児
島

・
七
高
ま
で
全
国

二
十
数
校
に
及
ぶ
。

第
器
回
及
び
第
３９
回
の
大
会

（二
期
生
か
ら
は
、第
器
回
は
柴

山
、
黒
田
、
第
３９
回
は
柴
山
、
中

田
、
黒
田
が
参
加
）
は
、
有
明
テ

ニ
ス
の
森
公
園
で
開
催
さ
れ

た
が
、
府
立
高
校
チ
ー
ム
は
連

続
優
勝
の
栄
誉
に
輝
い
た
。第

器
回
は
、
ま
ず
予
選
リ
ー
グ
で

成
険
、
浪
速
、
三
高
を
破
り
、
準

決
勝
で
五
高
、
決
勝
で
一
高
を

破
り
優
勝
し
、最
終
の
第
３９
同

で
は
、予
選
リ
ー
グ
で
三
高
、高

知
、成
践
を
破
り
、準
決
勝
で
二

高
、決
勝
で
姫
路
を
破
り
、第
”

回
、第
”
国
と
連
続
し
て
全
国

第
二
期
生
（元
旧
制
府
立
高
校
尋
常
科
）

「旧
制
高
校
Ｏ
Ｂ
テ
ニ
ス
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」
の
府
立
高
校
チ
ー
ム
に
参
加

連
続
全
国
制
覇
に
貢
献

・
摯

〓
・‐―

制
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

尚
、
全
国
制
覇
は
府
立
高
校

と
し
て
は
、
大
会
第
１
回
目
参

加
以
来
初
め
て
の
快
挙
で
あ

り
、
■
つ
又
連
続
制
覇
は
極
め

て
栄
誉
あ
る
成
果
で
あ
る
と
言

き
年
に
当
た
り
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
本
年
３
月
１３
日
に
実
行

し
、
桜
修
館
サ
イ
ド
か
ら
も
大

い
に
歓
迎

・
評
価
さ
れ
た
。

激
動
と
変
革
の
我
国
の
現
代

史
の
な
か
で
、府
立
高
等
学
校
、

都
立
高
等
学
校
、
東
京
都
立
大

学
附
属
高
等
学
校
と
名
称
こ
そ

変
わ
っ
た
が
、各
時
代
の
水
泳

1111111111111111111illlililllil111lllllllilill:|llillllllllllllllllllll11111‐

‐‐黒
潮
会
（会
長

一
高
品

斉

８

期
生
）
は
、府
立
高
、都
立
高
、都

大
附
高
そ
れ
ぞ
れ
の
水
泳
部

の
継
続
さ
れ
た
唯

一
無
二
の
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
で
あ
る
。

本
年
度
は
、
府
立
高
水
泳
部

が
１
９
３
２
年
（昭
和
７
年
）
３

月
に
初
め
て
卒
業
生
を
送
り
出

し
て
か
ら
７７
年
日
の
記
念
す
べ

轟潮会鋼窯77日筆記念フォーラム

「継
続
は
力
な
り
！
」

黒
潮
会
創
立
７７
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

え
よ
う
ｃ

（文
貢

¨
黒
田
定
明
）

部
の
卒
業
生
は
「黒
潮
会
」
に
入

会
し
て
、
未
曾
有
の
試
練
の
大

波
を
泳
ぎ
越
え
て
き
た
。

昭
和
１７
年
の
全
日
本
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
水
球
全
国
制
覇
も
含

め
て
、戦
後
は
、同
じ
く
全
国
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
水
球
第
３
位
等

の
輝
か
し
い
戦
績
を
誇

っ
て

い
る
。
現
在
∞
校
余
の
東
京
の

国

。
公

・
私
立
高
校
が
参
加
す

る
大
き
な
大
会
に
成
長
し
、
レ

ベ
ル
の
高
い
「
１６
高
校
水
泳
大

会
」
（於

・
辰
巳
国
際
競
技
場
公

認
ｍ
ｍ
プ
ー
ル
）
は
、黒
潮
会
０

Ｂ
有
志
の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ

た
も
の
で
、
準
備
会

。
大
会
第

１
回
目
か
ら
現
在
ま
で
”
年

間
、都
大
附
高
は
参
加
し
て
い

る
。
男
子
団
体
で
４
位
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
る
。

現
在
会
員
数
も
５
０
０
余

名
。名
簿
を
め
く
る
と
第
２
次

世
界
大
戦
の
戦
死
者
６
名
と
い

う
凄
い
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
も
あ

る
。元
運
輸
大
臣
、
一
部
Ｌ
場
の

元
社
長
、各
分
野
の
大
学
教
授
、

水
泳
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
々

人
材
は
多
士
済
々
で
、
日
本
は

も
と
よ
り
海
外
で
も
活
躍
し
て

い
る
。も
ち
ろ
ん
悠
々
自
適
シ

ル
バ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
大
先

輩
も
多
い
。

こ
れ
は
、
人
雲
が
丘
に
素
晴

ら
し
い
７
コ
ー
ス
の
プ
ー
ル

と
部
室
が
戦
前
か
ら
存
在
し
、

水
泳
の
好
き
な
奴
が
集
ま

っ

て
水
泳
部
を
つ
く
り
、
こ
の
同

じ
プ
ー
ル
で
泳
い
だ
仲
間
は
、

学
校
名
が
変
わ
っ
て
も
、
同
じ

プ
ー
ル
で
水
泳
部
生
活
を
謳
歌

し
た
仲
間
意
識
が
特
に
強
く
そ

れ
は
醸
成
さ
れ
、正
に
「継
続
は

力
な
り
」
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
い
つ
も
昔
か
ら
先

輩
が
手
弁
当
で
、
つ
ま
リ
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
で
、
水
泳
を
厳
し
く

優
し
く
科
学
的
に
現
役
を
コ
ー

チ
す
る
伝
統
が
あ
る
か
ら
だ

と
、高
品
会
長
は
述
べ
て
い
る
。

自
由
と
自
治
の
伝
統
的
精
神

は
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
や
部
室
に

満
ち
溢
れ
、
も
ち
ろ
ん
鉄
拳
制

裁
な
ど
と
い
う
軍
国
主
義
的
な

行
為
は
、
戦
前
か
ら
現
在
ま
で

皆
無
で
あ
る
。

青
春
を
謳
歌
し
、
人
生
を
議

論
し
、芸
術
や
恋
愛
に
悩
む
こ

と
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、
現
代
で

言
う
「欝
」
や
「イ
ジ
メ
」な
ん
か

は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
。
自
主
的
で
自
由
な
雰
囲
気

の
中
で
「水
泳
」と
言
う
意
外
と

奥
深
い
ス
ポ
ー
ツ
文
化
そ
の
も

の
が
、
い
ま
で
も
人
間
性
豊
か

に
脈
々
と
生
き
て
い
る
と
、彼

は
強
調
し
て
い
る
。

本
年
度
は
、
都
大
附
高
水
泳

部
は
高
３
の
み
と
な
り
附
高
と

し
て
は
最
後
の
卒
業
生
と
な

る
。
一
方
、中
高

一
貫
６
年
制
の

東
京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
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東京都立大学名誉教授の講演



旧
制
の
伊
藤
邦
幸
医
師

（１
９
５
１
年
卒
）
の
小
さ
な

講
演
会
が
契
機
と
な
り
、
ネ

パ
ー
ル
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た

の
は
１６
年
前
で
す
が
、
伊
藤

先
生
と
ネ
パ
ー
ル
会
の
出
会

い
は
更
に
斎
先
生
時
代
に
遡

り
ま
す
。
が
、
そ
れ
は
略
し

ま
す
。

ネ
パ
ー
ル
の
人
々
と
と
も

に
生
き
る
こ
と
を
志
し
た
伊

藤
さ
ん
は
、
設
立
準
備
中
に

６２
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

「若
者
よ
、
日
を
ア
ジ
ア
に
向

け
よ
。
ア
ジ
ア
を
体
験
せ
よ
。
」

と
の
呼
び
か
け
を
遺
し
て
。

ほ
ぼ
１０
年
に
亘
る
カ
ト
マ

ン
ズ
の
私
立
学
校
と
の
交
流

（主
に
奨
励
金
支
援
）を
了
え
、

垣
見

一
雅
さ
ん
と
出
会
っ
た

の
は
１２
年
前
で
し
た
。
か
つ

て
伊
藤
さ
ん
は
「ま
ず
オ
カ
ル

ド
ウ
ン
ガ
（東
部
）
ま
で
歩
い

て
来
な
さ
い
（工
程
約
７
日
）

」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
彼

の
地
に
代
わ
っ
て
垣
見
さ
ん

の
活
動
拠
点
ド
リ
マ
ラ
村
へ

の
ツ
ア
ー
が
実
現
し
た
の
は

村
上
芙
佐
子
（元
教
諭
）

２
０
０
０
年
春
で
し
た
。

マ
オ
イ
ス
ト
情
報
で
中
止

し
た
年
を
除
き
、
在
校
生
と

Ｏ
Ｂ
の
ス
タ
デ
ィ
ー

・
ツ
ア
ー

が
６
回
、
個
人
調
査
旅
行
を

含
め
る
と
約
１０
回
、
延
べ
５０

人
余
が
ネ
パ
ー
ル
体
験
を
し

ま
し
た
。
全
回
森
　
慎

一
先

生
が
同
行
し
ま
し
や
が
、
同

先
生
の
異
動
で
中
止
と
な
り

ま
し
た
ｃ

村
に
根
を
下
ろ
し
て
い
る

垣
見
さ
ん
は
、
１
９
９
７
年

に
国
王
か
ら
「ネ
パ
ー
ル
の
片

ブ
ー
タ
ン

パ
キ
ス
タ

腕
賞
」
を
、
昨
２
０
０
９
年
に

は
吉
川
英
治
文
化
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
で
垣

見
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
も
の
の

重
さ
を
学
生
た
ち
は
実
感
し

て
い
ま
す
。

毎
年

の
総
会

で
現
地
報

告
を
受
け
、
積

み
立

て
た

２
０
０
万
円
余
の
ネ
パ
ー
ル

基
金
で
記
念
事
業
を
遺
す
た

め
の
協
議
を
重
ね
た
上
で
得

た
合
意
は
、
最
も
緊
急
度
の

高
い
「水
」
と
通
学
路
確
保
の

た
め
の
「吊
り
橋
建
設
」
で
す
。

住
民
と
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
参

入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
従
来
の
支
援
―
病

人

の
搬
送
、
幼
児
教
育
支

援
、
高
校
生
の
奨
学
支
援
は
、

フ
ア
ン
ド
形
式
に
し
て
あ
る

の
で
継
続
さ
れ
ま
す
。

昨
秋
は
第
３
代
会
長
の
堀

信
行
先
生
（元
校
長
・都
大
名

誉
教
授
）
ら
が
実
踏
さ
れ
ま
し

た
ｃ終

わ
り
に
、
伊
藤
さ
ん
と

同
期
の
方
々
を
含
む
会
員
方
、

初
代
会
長
（母
親
）、
続
投
さ

れ
た
父
母
役
員
方
、
父
母
会

の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
は
校
外
に
移
し
活

動
の
仕
上
げ
を
し
ま
す
。

９
月
１５
日
記

ネ
パ
ー
ル
会
を
開
じ
る
に
あ
た
り

ネパール
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校
の
水
泳
部
は
中
１
～
中
５

と
な
る
ｃ

実
際
に
は
同
じ
屋
根
の
も

と
、同
じ
水
の
同
じ
２
階
の
室

内
プ
ー
ル
で
仲
良
く
練
習
を

し
夏
合
宿
も
合
同
に
行

っ
て

い
る
。熱
心
で
真
面
日
な
若
い

黒
潮
会
会
員
⌒都
大
附
高
卒
業

生
）が
コ
ー
チ
陣
と
な
り
真
摯

な
水
泳
指
導
を
し
て
お
り
、
黒

潮
会
は
コ
ー
チ
に
対
し
て
経

費
の
一
部
を
援
助
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

黒
潮
会
と
し
て
の
正
し
い
Ｐ
Ｒ

を
し
、桜
修
館
サ
イ
ド
と
の
相

互
理
解
と
友
愛
を
よ
り
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
、一黒
潮
会
創
立

７７
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

前
東
京
都
立
保
健
科
学
大
学

学
長
、
慈
恵
医
大
名
誉
教
授

パ
ネ
ル
・デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

¨

「
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
求
め
た
も
の
」

パ
ネ
ラ
ー

¨

大
久
保
　
利
晃
　
前
産
業
医

科
大
学
長
、
放
射
線
研
究
所

理
事
長
。所
長

同
　
　
詫
摩
　
武
俊

（前
掲
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
一
高
品
　
斉

な
お
、
会
場
の
都
合
で
、

聴
衆
参
加
者
は
、
現
役
の
水

泳
部
員
約
５０
名
と
直
近
５
年

前
卒
業
程
度
の
若
い
会
員
２０

人
を
中
心
に
、
桜
修
館
の
須

藤
校
長
、
水
泳
部
顧
間
近
藤

悦
子
先
生
等
も
参
加
し
た
。

最
後
に
須
藤
校
長
か
ら
、

「
本
日
は
素
晴
ら
し
い
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。伝
統
あ
る
黒
潮
会
の
喜
寿

の
お
祝
い
に
、
こ
ん
な
に
高
度

な
内
容
の
講
演
会
が
聞
け
て
、

う
ち
の
生
徒
も
幸
せ
と
思
い

ま
す
。

最
後
の
質
疑
応
答
時
間
の

や
り
と
り
を
見
て
い
て
、
将
来

ど
ん
な
仕
事
に
つ
い
て
ど
ん

な
自
分
を
創

っ
て
ゆ
く
か
、
ど

ん
な
人
生
を
日
指
す
か
、
に
つ

い
て
現
役
生
徒
の
み
な
さ
ん

が
は
っ
き
り
自
覚
を
し
て
い

る
の
に
、
大
変
心
強
く
思
い
ま

し
た
。

社
会
で
活
躍
し
て
い
る
先

輩
の
話
を
聞
き
、質
疑
応
答
を

次
の
通
り
開
催
し
た
。

日
　
時

一

２
０
１
０
年
３
月
‐３
日
（土
）

午
後
１
時
３０
分
か
ら
４
時
３０

分
ま
で

会
　
一場
¨

桜
修
館
中
等
教
育
学
校

視
聴
覚
教
室

基
調
講
演
Ｃ

「
中
高

一
貫
教
育
に
お
け
る
心

理
学
的
発
達
の
意
義
」

詫
摩
　
武
俊

東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授

（心
理
学
）

基
調
請
演
②

「水
泳
部
生
活
で
得
た
も
の
」

米
本
　
恭
三

し
な
が
ら
社
会
を

一
部
で
も

理
解
す
る
こ
と
は
、
教
育
上
本

当
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

是
非
、
黒
潮
会
が
桜
修
館
中

等
教
育
学
校
の
な
か
で
『継
続

は
力
な
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
の
も

と
に
、
こ
れ
か
ら
も
桜
修
館
の

水
泳
部
発
展
の
た
め
に
ご
活

躍
さ
れ
ん
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
学
校
側
も
大

い
に
賛
同
し
て
お
り
ま
す
」

と
挨
拶
さ
れ
た
。

な
お
当
日
、
プ
ー
ル
の
ボ
ト

ム
ミ
ラ
ー

一
式
、
デ
ジ
タ
ル
ビ

デ
オ
映
写
機

一
台
が
水
泳
部

に
黒
潮
会
か
ら
日
録
贈
呈
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
は
桜
修
館
水
泳

部
の
た
め
に
人
い
に
利
用
さ

れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
当
日
午
後
６
時
半

か
ら
、桜
新
町
の
イ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
７７
周
年
記

念
パ
ー
テ
イ
が
開
か
れ
、会
員

約
知
名
の
参
加
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。前
水
泳
部
顧
問
藤

井
か
ね
子
先
生
か
ら
の
お
祝

い
の
素
晴
ら
し
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
披
露
さ
れ
、
ま
た
会
報

「
黒
潮
」
第
４５
号
（特
集
創
立

７７
周
年
記
念
）も
発
行
さ
れ
会

員
に
配
布
さ
れ
た
。

ま
だ
ま
だ
黒
潮
会
は
力
強

く
継
続
さ
れ
発
展
し
て
い
る
。

な
お
平
成
２３
年
度
か
ら
黒
潮

会
会
長
は
Ｈ
期
生
の
河
北
紘

明
が
就
任
す
る
予
定
。

10◎詳しくは黒潮会ホームページ http://.kurOshiOkaLnet/
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の時・その時ヘ
且
っ
て
の
日
本
の
旧
制
高
校

の
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
歌
、

自
分
た
ち
の
母
校
の
歌
が
次
々

と
創
ら
れ
、
生
徒
が
共
に
歌
う

曲
を
ふ
ん
だ
ん
に
持
っ
て
い
る

学
校
、
学
校
群
は
、
世
界
で
も

他
に
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

旧
制
高
校
は
多
く
が
全
寮
制

だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
校
歌

。
学
生
歌

・
記
念
祭
歌

・
応
援

歌
な
ど
は
、ひ
っ
く
る
め
て
「寮

歌
」と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
お

り
、
四
十
校
近
く
あ
っ
た
旧
制

高
校
の
寮
歌
す
べ
て
を
集
め
る

と
二
十
三
百
曲
に
及
ぶ
と
か
。

近
代
日
本
の
各
時
代
の
知
性
を

自
負
す
る
考
者
た
ち
の
切
実
な

想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
れ

ら
の
寮
歌
の
数
々
も
、今
や
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
忘
れ
去
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
現
状
は
、
い
か

に
も
残
念
で
す
。

都
立
大
学
附
属
高
校
が
校
歌

を
引
き
継
い
だ
府
立
高
校
～
昭

和
十
八
年
に
改
名
し
た
都
立
高

校
は
、
わ
ず
か
二
十
年
の
歴
史

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
生

徒
も
時
に
応
じ
て
希
望
や
苦
悩

を
歌
に
託
し
、
そ
の
志
を
み
ん

な
で
歌
い
合
っ
て
き
た
の
で
し

た
し
、
こ
れ
が
五
十
曲
余
の
府

立
高
校
寮
歌
と
し
て
遺
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
昭
和
の
激

動
期
、
戦
前
・戦
中
。戦
後
の
非

情
か
つ
異
常
な
時
代
を
ま
た
い

だ
も
の
で
す
か
ら
、
数
々
の
歌

は
府
立
高
校
生
の
時
代
と
の
格

闘
を
、
そ
し
て
府
立
高
校
の
伝

統
や
校
風
を
世
に
示
し
て
お
り
、

日
本
社
会
の
転
変
に
つ
い
て
の

重
要
な
歴
史
的
証
言
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
歌
を
創
り
、
母

校
に
遺
し
て
ゆ
く
こ
の
伝
統
は

創
立
当
初
の
都
立
大
学
附
属
高

校
に
も
受
け
継
が
れ
、
毎
年
、

記
念
祭
の
た
び
に
新
し
い
歌
が

創
ら
れ
、
歌
い
継
ぐ
べ
く
努
め

ら
れ
て
い
た
の
で
し
た
が
、
学

校
の
性
格
が
か
わ
り
、
時
代
も
、

生
徒
も
変
わ
り
、
や
が
て
こ
の

倣
い
も
失
わ
れ
て
い
っ
た
の
で

し
た
。

校
歌
『
鑢
呼
西
山
の
」

府
立
高
校
が
創
立
さ
れ
て
三

年
、
八
雲
が
丘
の
新
校
合
に
移

転
し
た
昭
和
七
（１
９
３
２
）年

に
な
る
と
、
わ
れ
わ
れ
も
歌
を

持
と
う
、
ま
ず
は
校
歌
を
創
ろ

う
と
の
機
運
が
高
ま
り
、
全
校

か
ら
募
集
を
し
た
の
で
し
た
。

し
か
し
多
く
の
賛
同
を
得
る
詞

が
無
く
、
入
選
作
が
現
れ
る
ま

で
に
は
ま
た
二
年
を
要
し
ま
し

た
。
作
詞
者
は
高
等
科
一
年
の

理
科
生
、
作
曲
者
は
ド
イ
ツ
語

教
授
、
当
時
の
校
歌
と
し
て
は

珍
し
い
三
拍
子
で
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
曲
、
府
立
高

校
創
立
者
と
も
い
う
べ
き
校
長

の
気
に
入
ら
ず

一
人
事
。
彼
は

校
歌
に
合
わ
せ
て
全
校
生
徒
の

行
進
す
る
晴
れ
や
か
な
光
景
を

心
に
描
い
て
い
た
の
で
す
。

そ
こ
で
校
長
は
急
違
、
当
時

名
声
が
高
か
っ
た
陸
軍
戸
山
学

校
軍
楽
隊
に
作
山
を
依
頼
、
す

ぐ
に
「
マ
ー
チ
・鳴
呼
西
山
の
」

が
出
来
て
は
き
た
の
で
す
が
、

今
度
は
そ
れ
が
学
生
た
ち
に
不

評
、
「幼
稚
園
的
寄
木
細
工
だ
」

「撲
殺
し
て
し
ま
え
」
な
ど
と
物

騒
な
声
さ
え
聞
こ
え
て
く
る
。

結
局
、
二
曲
を
と
も
に
校
歌

と
し
、
あ
と
は
自
然
淘
汰
に
任

せ
よ
う
と
衆
議

一
決
、
断
然

残
っ
た
の
が
こ
の
三
拍
子
な
の

で
し
た
。
母
校
を
讃
え
る
詞
と

い
い
山
想
と
い
い
ま
こ
と
に
穏

当
、
校
歌
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
と

云
え
る
で
し
ょ
う
。

学
生
敵
『疇
呼
烈
誠
の
』

創
立
間
も
な
い
こ
ろ
の
府
立

高
校
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
歌
が
あ
り
ま
せ
ん
。
「わ
れ
わ

れ
に
も
っ
と
歌
を
！
」「わ
れ
わ

れ
府
立
高
校
独
自
の
歌
を
！
」

「府
校
生
の
唄
う
歌
が
流
行
歌
と

他
校
の
寮
歌
に
な
っ
て
し
ま
う

ぞ
！
」
こ
の
よ
う
な
声
に
応
え

て
、
校
歌
の
定
ま
っ
た
翌
年
に

つ
く
ら
れ
た
歌
で
す
。

寮
歌
の
伝
統
と
常
道
を
よ
く

て
い
し
、
漢
語
を
散
り
ば
め

つ
ゝ
感
傷
を
こ
め
て
想
い
を
語

り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
リ
ズ
ム

で
荘
重
に
歌
い
上
げ
る
、
誇
り

高
き
高
校
生
の
放
歌
高
唱
に
よ

く
似
合
う
歌
で
す
か
ら
、
盛
ん

に
歌
わ
れ
ま
し
た
。

旧
制
高
校
で
は
、
全
高
校

対
抗
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「イ
ン

タ
ー
ハ
イ
」
に
母
校
の
栄
誉
を

か
け
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
太
鼓

を
叩
き
母
校
の
寮
歌
を
歌
い

う
応
援
合
戦
も
感
ん
、
Ｏ
識
の

士
が
腕
を
か
ざ
し
つ
つ
潔
き
使

命
を
思
う
こ
の
「鳴
呼
烈
誠
の
」

は
、
試
合
に
負
け
た
時
に
も
よ

く
歌
わ
れ
た
の
で
し
た
。
「上
に

か
か
る
」を
「死
に
か
か
る
」と

イ
メ
ー
ジ
、
劣
勢
に
倒
れ
た
勇

者
を
讃
え
、
桜
吹
雪
の
降
り
か

か
る
姿
を
想
っ
た
の
で
す
。

学
生
歌
『
青
春
と
彗
ふ
」

な
ん
と
い
う
直
裁
な
歌
詞
、

な
ん
と
い
う
明
快
な
旋
律
で

し
ょ
う
か
。
紅
顔
の
青
年
が
八

雲
が
丘
に
立
ち
、
み
な
ぎ
る
生

命
を
輝
か
せ
、
雄
叫
び
を
あ
げ

て
戦
う
決
意
を
う
た
い
あ
げ
た

府
立
の
人
気
曲
で
す
。

学
校
創
立
か
ら
九
年
、
充
実

期
を
迎
え
た
府
立
高
。昭
和
十
三

年
の
記
念
祭
に
向
け
て
創
ら
れ

た
歌
で
、
前
年
か
ら
始
ま
っ
た

中
国
と
の
戦
争
が
日
本
国
内
に

暗
い
影
を
落
と
し
て
は
い
ま
し

た
が
、
戦
局
は
断
然
有
利
、
満

州
に
は
新
天
地
を
求
め
る
多
く

の
日
本
人
が
入
植
し
て
開
発
に

努
め
、
国
際
的
に
は
ド
イ
ツ
と

結
ん
で
ア
ジ
ア
を
犯
す
植
民
地

大
国
米
英
に
対
抗
し
よ
う
と
、

日
本
政
府
は
「大
束
亜
共
栄
圏
」

を
提
唱
。

府
立
高
校
生
に
も
、
当
時
の

「大
日
本
帝
国
」
に
も
、
不
安
を

乗
り
越
え
て
新
し
い
未
来
、
新

し
い
発
展
、
新
し
い
世
界
秩
序

に
挑
む
、
青
春
の
気
が
充
ち
て

い
た
の
で
し
た
。

文
乙
歌
「
い
ざ
友
、歌
は
な
む
』

一
晩
で
こ
の
歌
を
つ
く
っ
た

と
い
う
作
詞
作
曲
者
は
、
入
学

し
た
府
立
が
大
好
き
に
な
り
、

長
く
府
立
の
学
生
で
居
た
い
た

め
落
第
と
留
年
を
繰
り
返
し
、

七
年
の
終
業
年
限
に
十
二
年
半

を
か
け
た
豪
傑
。
そ
れ
も
最

後
は
、
戦
争
中
の
年
限
短
縮
に

よ
っ
て
強
制
的
に
卒
業
さ
せ
ら

れ
た
の
で
し
た
。

こ
の
歌
は
、
選
ば
れ
し
者
で

あ
る
自
分
た
ち
の
明
る
い
未
来

を
力
強
く
告
げ
、
歌
う
者
に
勇

気
を
与
え
る
分
力
杓
易
い
詞
、

声
高
ら
か
に
歌
え
・６
旋
律
で
す

か
ら
、
府
立
の
学
生
は
誰
も
が

暗
誦
し
て
高
唱
し
ま
し
た
。
独

り
で
歌
う
も
好
し
、
み
ん
な
で

歌
う
の
は
な
お
好
し
、
気
持
ち

の
良
い
歌
な
の
で
対
校
試
合
に

勝
つ
た
時
な
ど
に
好
ん
で
歌
い
、

勝
利
に
酔
っ
准
の
で
ｔ

文
乙
と
は
り
科
の
乙
類
で
ド

イ
ツ
語
を
第
一
外
国
語
と
す
る

ク
ラ
ス
、
当
時
の
ド
イ
ツ
は
哲

学
、
文
学
、
音
楽
、
医
学
、
軍

事
学
な
ど
の
分
野
で
本
流
と
み

な
さ
れ
、
同
盟
国
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
人
気
が
高
か
っ
た
の
で

し
た
。

作
者
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
幾

つ
も
の
美
し
い
寮
歌
を
作
曲

し
て
い
る
「府
立
の
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
」
で
す
。

第
五
寮
歌
罐
紫
総
議
燿
れ
る
」

学
生
寮
の
な
か
っ
た
府
立
高

校
に
も
昭
和
卜
八
年
末
、
学
校

か
ら
東
に
五
分
ほ
ど
坂
を
下
っ

た
呑
川
べ
り
に
寮
が
出
来
ま
し

た
。
旧
制
高
校
の
寮
に
は
、
肩

を
組
ん
で
乱
舞
す
る
ス
ト
ー
ム
、

窓
か
ら
小
便
を
す
る
寮
雨
、
眠

気
を
払
っ
て
勉
強
し
元
気
を
出

す
た
め
の
寮
歌
が
付
き
も
の
で

ｔ
太
平
洋
戦
争
は
す
で
に
全
戦

線
で
日
本
軍
の
敗
退
が
始
ま
っ

て
お
り
、
生
徒
は
し
ば
し
ば
軍

需
工
場
な
ど
に
動
員
さ
れ
、
学

校
の
授
業
も
満
足
に
は
行
わ
れ

な
く
な
っ
て
い
た
の
で
し
た
が
、

そ
ん
な
時
局
を
斜
め
に
見
つ
つ
、

府
立
の
学
生
た
ち
は
普
遍
を
求

め
て
次
々
と
幾
つ
も
の
寮
歌
を

創
り
、
歌
っ
た
の
で
し
た
。

現
在
の
日
本
社
会
は
「濁
り
充

つ
眠
り
の
巷
」「木
枯
ら
し
の
吹

く
荒
野
」
の
よ
う
だ
が
、
わ
れ
わ

れ
は
友
と
語
ら
い
つ
つ
「
一
筋
の

清
水
の
流
れ
」と
な
ろ
スヽ

「晴

け
き
空
を
仰
ぎ
つ
つ
」「茨
を
踏

ん
で
歩
き
続
け
よ
２ヽ
。

軍
閥
独
裁
政
権
の
ド
、
敵
国
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欧
米
文
化
の
勉
強
が
制
限
さ

れ
、
読
書
や
表
現
の
自
由
も

奪
わ
れ
た
中
で
、
な
お
も
未

来
を
信
じ
、
真
理
を
日
指
し

て
苦
難
の
道
を
行
こ
う
、
彼

方
に
は
あ
こ
が
れ
の
星
が
瞬

い
て
い
る
で
は
な
い
か
、
と

呼
び
か
け
る
歌
。
哀
歓
を
こ

め
た
節
同
し
の
う
ち
に
力
強

さ
も
秘
め
ら
れ
た
、
歌
い
や

す
い
名
歌
で
、
創
ら
れ
た
時

勢
を
お
も
ん
ば
か
る
と
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

第
八
寮
歌
「春
残
更
に
』

昭
和
二
十
年
、
無
条
件
降

伏
を
控
え
た
春
の
終
わ
り
。

東
京
は
連
日
連
夜
の
空
襲
に

さ
ら
さ
れ
、
学
校
は
校
舎
こ

そ
焼
け
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、

明
日
を
も
知
れ
な
い
運
命
。

日
本
の
多
く
の
町
が
焼
け
野

原
に
な

っ
て
い
っ
た
時
代
、

大
勢
の
人
が
死
に
、
学
校
で

の
授
業
は
全
面
停
止
と
さ
れ

た
時
代
、
そ
れ
な
の
に
「平
和
」

の
二
文
字
を
日
に
出
し
た
だ

け
で
罪
人
と
さ
れ
た
時
代
、

そ
の
よ
う
な
時
代
に
創
ら
れ

た
歌
で
す
。

軍
や
警
察
に
指
弾
さ
れ
な

い
よ
う
、
歌
詞
は
こ
と
さ
ら

難
し
い
漢
語
を
使

っ
て
輸
晦

し
誤
魔
化
し
て
は

い
る
も

の
ゝ
、
仔
細
に
、
注
意
深
く

読
め
ば
、
戦
火
が
迫
り
、
道

義
も
地
に
墜
ち
た
闇
夜
の
よ

う
な
日
本
の
現
実
を
憤
り
、

我
ら
が
立

っ
て
、
こ
の
人
雲

が
丘
か
ら
警
世
の
鼓
鐘
を
響

か
せ
よ
う
、
声
な
き
声
を
広
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最後となった「2010年日本寮歌祭」で寮歌を熱唱する府立高校OBの皆さん

げ
よ
う
、
と
必
死
に
叫
ん
で

い
る
作
者
の
姿
が
、
ま
た
、

そ
の
歌
を
共
に
歌
う
都
高
生

の
表
情
が
、
容
易
に
見
て
取

れ
る
で
し
よ
う
。

当
時
の
生
徒
の
一
人
は
こ
の

歌
に
つ
い
て
「身
も
心
も
浸
り

き
っ
て
歌
え
る
唯

一
の
歌
」
で

あ
り
、

「
心
の
歌
」
と
し
て
愛

唱
し
た
。
「数
千
に
も
及
ぶ
旧

制
高
校
の
ど
の
名
歌
に
も
勝

る
、
本
当
の
ぼ
く
ら
の
青
春

の
歌
だ
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
通
り
で
す
。
誰
が
そ

れ
を
否
定
な
ど
出
来
ま
し
よ

う
か
。

学
隻
歌
『
撃
げ
よ
盃
』

昭
和
二
十
年
（
１
９
４
５
）

年
、
戦
い
に
敗
れ
た
年
の
秋
。

都
立
高
生
に
も
戦
争
で
親

兄
弟
を
失
く
し
た
者
、
戦
災

で
家
を
失

っ
た
者
は
多
く
、

す
べ
て
を
失
く
し
て
毎
日
の

食
べ
物
に
さ
え
事
欠
い
た
の

で
し
た
が
、
た
だ
、
希
望
だ

け
は
今
よ
り
も
は
る
か
に
大

き
い
も
の
を
抱
い
て
い
ま
し

た
。
自
分
た
ち
の
生
命
力
、

青
春
の
感
受
性
、
可
能
性
豊

か
な
人
生
、
自
分
た
ち
が
新

た
に
創

っ
て
ゆ
く
べ
き
自
由

な
日
本
の
社
会
、
そ
し
て
、

そ
の
た
め
の
勉
強
を
支
え
育

ん
で
く
れ
る
わ
が
母
校
都
立
。

こ
の
明
る
い
気
持
ち
を
そ
の

ま
ま
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く

謳
い
上
げ
る
歌
が
「挙
げ
よ
盃
」

な
の
で
し
た
。

元
々
は
ド
イ
ツ
学
生
歌
だ

つ
た
ら
し
く
、
ア
メ
リ
ヵ
メ

イ
ン
州
立
大
学
の
学
生
歌
と

な

っ
て
い
た
こ
の
歌
。
音
楽

評
論
家
・
堀
内
敬
三
が
息
子

の
在
学
し
て
い
た
都
立
の
た

め
に
訳
し
、
記
念
祭
の
ク
ラ

ス
合
唱
で
歌
わ
れ
る
や
、
た

ち
ま
ち
キ
ャ
ン
パ
ス
中
に
広

ま
り
、
こ
れ
を
都
立
の
学
生

歌
と
し
て
頂
戴
す
る
こ
と
に

な

っ
た
の
で
す
。
パ
ク
ら
れ

る
ほ
ど
に
良
い
歌
で
あ
る
こ

と
を
証
明
さ
れ
、
メ
イ
ン
大

学
も
さ
ぞ
喜
ん
で
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

昭
和
二
十

一
年
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
、
都
立
の
応
援
団
は
こ

の
歌
を
引

っ
提
げ
て
他
校
を

圧
倒
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
を
全

国
優
勝
に
導
い
た
の
で
し
た

し
、
当
時

の
コ
ン
パ
で
は
、

何
回
で
も
繰
り
返
し
が
自
由

な
こ
の
歌
を
み
ん
な
で
歌
い
、

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
早
日
の

個
所
を
懸
命
に
発
音
し
つ
つ

果
て
し
な
く
続
け
、
つ
い
に

は
倒
れ
る
ま
で
歌
う
の
が
常

で
し
た
。

酒
に
酔

っ
て
倒
れ
る
の
で

は
な
い
。
こ
の
盃
に
入
つ
て

い
る
の
は
酒
で
は
な
く
、
青

春
で
あ
り
、
青
春
の
志
し
で

あ
り
、
我
ら
が
母
校
な
の
で

す
。こ

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
、
余
計

な
と
こ
ろ
で
「
お
ヽ
」
が
入
り
、

少
々
通
俗
に
し
て
い
る
の
が

残
念
で
す
。　
　
　
　
　
終
り

新
制
第
一回
記
念
祭
の
頃

野
口
洋
二
Ｔ
期
）

数
え
て
み
る
と
、
第

一
回
の

記
念
祭
歌
が
作
ら
れ
て
か
ら
今

年
で
六
十

一
年
に
な
る
ｃ

学
制
の
改
革
で
名
称
は
変

わ
っ
た
も
の
の
、
当
時
の
わ
れ

ら
が
都
立
新
制
高
校
は
、
か
つ

て
の
都
立
高
校
尋
常
科
そ
の
も

の
で
あ
り
、
良
き
に
つ
け
悪
し

き
に
つ
け
て
そ
の
伝
統
を
受
け

継
い
で
い
た
。
そ
れ
で
も
、
何

か
新
し
い
歴
史
を
開
こ
う
と
皆

が
思

っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。
新
し
い
記
念
祭
歌
を
作
ろ

う
と
い
う
機
運
が
起
こ
っ
た
の

も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
そ
の
思
い
は
、
詩
人
を
志
し

て
い
た
政
石
　
浩
と
、
後
に
わ

が
国
を
代
表
す
る
作
曲
家
の
一

人
と
な
っ
た
三
善
　
晃
に
よ
っ

て
見
事
に
実
現
さ
れ
た
。

そ
の
頃
の
世
の
中
は
、
戦
後

の
混
乱
の
極
み
に
あ

っ
た
と

言

っ
て
よ
い
。
こ
の
記
念
祭

歌
が
作
ら
れ
た
昭
和
二
十
四

（１
９
４
９
）年
に
は
、
七
月
か

ら
八
月
に
か
け
て
、
下
山
事

件
、
三
鷹
事
件
、
松
川
事
件
な

ど
の
正
体
不
明
の
大
事
件
が

次
々
と
起
こ
り
、
社
会
は
混
迷

の
度
を
深
め
て
い
た
ｃ
し
か

し
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
わ
が
都

立
新
制
高
校
は
、
校
舎
は
決
し

て
立
派
な
も
の
で
は
な
か
つ
た

が
、
優
れ
た
熱
心
な
教
師
た
ち

に
恵
ま
れ
、
俊
才
が
少
な
く
な

く
、
勉
強
好
き
の
者
、
絵
や
音

楽
に
熱
中
す
る
者
な
ど
な
ど
多

士
済
々
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
目
指
し
た
の
は
自
由

と
自
治
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ギ

リ
ス
の
イ
ー
ト
ン
校
を
モ
デ
ル

に
発
足
を
し
た
旧
制
都
立
高
校

の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
も
の

で
、
実
際
ま
こ
と
に
自
由
な
空

気
に
包
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
思

う
。
時
に
は
自
由
過
ぎ
る
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
。
今
だ
か
ら
云
え

る
が
、
未
成
年
の
く
せ
に
タ
バ

コ
は
吸
い
放
題
。
記
念
祭
の
晩

な
ど
に
は
、
ど
ん
ぶ
り
で
焼
酎

を
回
し
飲
み
を
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
自
己
を
律
す
る
節
度
も
ち
や

ん
と
弁
え
て
い
た
よ
う
に
思

つヽ
ｃと

も
あ
れ
、
都
立
大
学
附
属

高
校
は
平
成
二
十
三
年
に
閉
校

に
な
る
と
い
う
。
か
つ
て
の
生

徒
、
そ
れ
も
第
１
回
の
卒
業
生

と
し
て
は
、　
一
抹
の
寂
し
さ
を

覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
だ

が
そ
れ
と
同
時
に
、
新
し
く
創

ら
れ
る
桜
修
館
中
等
教
育
学
校

が
、
都
立
の
良
き
伝
統
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
、
立
派
に
成
長
す

る
こ
と
を
心
か
ら
願

つ
て
い

る
ｃ

12
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東京都立大学附属高等学校同窓会会報

摯漁機秦警彎彎鴨島摯摯織
岡
窓
会

「く
り
ろ
が

厳
會
ム
」

母校最後の記念祭 |こ

同窓後が出展
母校の最後となる「第 62回記念祭」が、晴天

の 9月 11日 (土)12日 (日 )に開催されました。

今回学校から、当会と府立高等学校同窓会に、

「ネパール会の閉鎖 (10ページ参照)に より部屋

が空くので両同窓会で使用しては」との提案があ

り、府立高校同窓会と相談の結果、「記念祭に訪

れる両同窓会会員の休息と懇談の場と、都大附

と桜修館の生徒に80年の歴史と伝統を認識 し

てもらうこと」を目的に、A棟 4階の LL教室に

「同窓会くつろぎルーム」を出展しました。

内容は、

●「八十年の歴史を映像で確かめよう |!」 をテー

マに、創立 70周年記念として制作された「鳳

雛 (ほ うすう)たちに乾杯」のDVD上 映と、

当会が制作した「校歌・学生歌・寮歌・記念祭

歌集」DVDの試写

0「先輩と校歌・学生歌・寮歌・記念祭歌を歌お

う‖」

0「府立高等学校の歴史的資料の展示」です。

初日の午前 11時 30分からは、府立高校の有

志「一土会」の皆さんが来校し、校歌 。学生歌・

寮歌を朗々と歌つてくださいました。

来年からは桜修館だけの記念祭となりますが、

“記念祭"と いう言葉は継承されると言われてお

り、両同窓会は企画を練 り直 し、再度出展を予

定 しています。 ノヽ十年の伝統を受け継ぐ6年

制の中等教育学校「桜修館」の新 しい記念祭に是

非こ参カロください。

日時等は同窓会のHPでお知らせします。

新
制
第
二
回
記
念
祭
の
頃

作
曲
者

・
於
田
和
光

（２
期
）

徒
の
自
主
性
が
発
揮
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
男

子
生
徒
の
多
く
は
小
学
校
で
は

軍
歌
、
尋
常
科
で
は
寮
歌
を
叩

き
こ
ま
れ
て
い
た
の
で
、
混
声

合
唱
の
場
で
は
調
子
が
合
わ
な

い
と
い
う
評
判
を
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
こ
の
合
唱
団
は

「音
痴
ク
ラ
ブ
」と
愛
情
を
も
っ

て
椰
楡
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
漢
字
で
書
く
の
に
は

遠
慮
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
私
が

リ
ー
ダ
ー
を
引
き
継
が
せ
て
い

た
だ
い
た
頃
の
部
活
の
通
称

は
、
音
痴
で
も
音
智
で
も
な
く

「お
ん
ち
」
に
な
っ
て
い
お
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。

翌
年
、
３
学
年
が
揃
っ
た
と

こ
ろ
で
「東
京
都
立
大
学
附
属

高
等
学
校
」
と
い
う
立
派
な
校

名
を
い
た
だ
き
、
「お
ん
ち
」も

音
楽
部
ら
し
く
充
実
し
て
、
室

内
楽
団
の
編
成
、
演
劇
や
放
送

劇
の
音
楽
な
ど
に
も
活
動
が
広

が
っ
て
き
ま
し
た
。
「音
楽
知

識
研
究
会
」と
か
「音
智
」と
称

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
私

不
思
議
な
縁
だ
。
高
校
時
代

に
は
蓋
を
し
た
い
と
い
う
思
い

が
つ
よ
く
、
同
窓
会
な
ど
も
お

断
り
し
て
き
た
。
そ
ん
な
私
を

狙
い
撃
ち
す
る
よ
う
に
今
回

の
執
筆
依
頼
が
来
た
。
よ
り
に

よ
っ
て
な
ん
で
自
分
が
、
と
思

い
つ
つ
圭
日ど
。ヽ

私
が
作
詞
し
大
築
　
準
さ
ん

が
作
曲
し
て
く
だ
さ
っ
た
記
念

祭
歌
は
「晩
夏
に
集
う
」
で
あ

る
。
執
筆
依
頼
で
そ
れ
が
昭
和

た
ち
が
卒
業
し
た
後
の
こ
と
で

す
が
、
こ
の
「お
ん
ち
」
を
立

派
に
育
て
て
い
た
だ
い
た
方
々

に
感
謝
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
一

い
る
日
本
と
い
う
の
が
高
校
生

に
と
っ
て
不
安
と
怒
り
の
根
源

だ
っ
た
。
そ
れ
を
意
識
し
て
歌

詞
を
書
い
た
記
憶
が
あ
る
。

冒
頭
か
ら
続
く
歌
詞
「若
い

命
は
叫
び
あ
い
、
こ
の
日
の

山
に
こ
だ
ま
す
る
」
と
い
う
の

は
記
念
祭
の
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
こ
に
抗
議

の
叫
び
を
重
ね
た
部
分
で
あ

る
。

つ
い
で
「あ
あ
団
結

の

こ
の
力
　
わ
れ
ら
の
熱
き
血

を
も

つ
て
　
世
界
の
夜
空
に

灯
を
と
も
さ
ん
」
と
な
る
。
さ

す
が
に
時
代
が
っ
た
詩
だ
が
、

こ
れ
を
受
け
入
れ
る
精
神
風

土
が
都
立
大
附
属
に
は
あ

っ

た
よ
う
に
思
う
し
、
な
に
よ

り
も
大
築
さ
ん
の
曲
の
力
を

感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

高
卒
後
、
１
９
６
８
年
、
私

は
一
浪
し
て
大
学
に
入
っ
た
が

半
年
で
封
鎖
に
な
つ
た
。
学
生

反
乱
の
時
代
だ
。
じ
つ
は
封
鎖

し
た
学
内
に
私
は
い
た
の
だ

が
、
あ
の
時
代
の
大
衆
運
動
は

ほ
ん
と
に
不
思
議
な
も
の
だ
っ

た
。
高
校
時
代
の
正
義
感
は
す

ぐ
に
乗
り
越
え
ら
れ
て
運
動
は

何
と
自
分
の
生
き
ざ
ま
を
問
う

て
き
た
。
私
は
自
分
を
嫌
悪
し

た
が
、
そ
れ
も
含
め
て
あ
の
時

代
の
動
き
の
背
後
に
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
が
あ
っ
た
。

後
年
、
迷
っ
た
あ
げ
く
に
復

帰
し
た
大
学
へ
の
道
で
、
二
年

時
の
担
任
。三
木
　
一旦
先
生
に

ぱ

っ
た
り
会

っ
た
。
言
ド
に

「ず
い
ぶ
ん
さ
っ
ば
り
し
た
な
」

と
斬
ら
れ
た
た
が
、
あ
の
記
念

祭
歌
は
「ソ
ン
ブ
ル
・デ
ィ
マ
ン
シ
ュ

ｏｏ
〓
げ
【
ｏ
ａ
ヨ
曽
お
〓
ｏ
」
の
日
々

を
送
っ
て
い
た
高
校
生
の
、
時

代
へ
の
置
き
土
産
な
の
で
あ
っ

た
。

　

（Ｎ
ｏ
５

が

認

記
）

私
た
ち
２
期
生
が
旧
制
の
尋

常
科
か
ら
本
校
に
編
入
さ
れ
た

の
は
昭
和
２
年
で
し
た
が
、
当

時
の
学
校
は
２
年
生
（１
期
生
）

２
ク
ラ
ス
と
私
た
ち
１
年
生
３

ク
ラ
ス
の
２
学
年
だ
け
で
し

た
。
私
た
ち
か
ら
３
ク
ラ
ス
に

な
っ
た
の
は
、
都
立
高
校
と
し

て
は
初
め
て
て
男
女
共
学
に

な
っ
た
か
ら
で
す
。
男
子
は
中

学
校
、
女
子
は
女
学
校
と
い
う

長
い
伝
統
が
崩
れ
た
の
で
す
か

ら
当
時
と
し
て
は
大
変
な
こ
と

で
し
た
。
１
期
生
に
は
申
し
訳

な
い
こ
と
で
す
が
、
男
女
共
学

の
高
校
卒
業
生
と
し
て
は
私
た

ち
が
１
期
生
で
あ
っ
た
と
み
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

部
活
と
い
わ
れ
る
ク
ラ
ブ
活

動
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
女
学
校
な

ど
と
の
協
力
で
行
わ
れ
て
い
た

男
女
合
同
の
活
動
が
自
前
で
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

早
速
、
混
声
合
唱
団
が
結
成
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

立
ち
上
げ
の
企
画
や
１
年
生
女

子
の
勧
誘
は
男
子
ク
ラ
ス
だ
け

の
２
年
生
の
主
導
で
し
た
の

で
、
私
た
ち
１
年
生
男
子
は
、

恐
る
恐
る
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。

２
年
生
に
は
逸
材
が
揃
っ
て

い
て
、
選
曲
、
伴
奏
、
指
揮
・

指
導
か
ら
ク
ラ
ブ
の
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
ま
で
す
べ
て
の
面
に
生

新
制
第
十
七
回
記
念
祭
の

作
詞
者

・
前
田
　
保

（ 一一一

預
７

月

ン

■
Ｌ
旦
【
ヽ

Ю
年
の
記
念
祭
で
あ
っ
た
こ
と

を
知
っ
た
。
１
９
６
５
年
だ
っ

た
か
と
思
う
。

一
連
き
り
の
そ
の
歌
詞
は
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
抜
き
に
は
語
れ

な
い
。
「晩
夏
に
集
う
若
人
の

限
（ま
な
こ
）は
戦
い
の
火
に
憂

い
」と
歌
詞
冒
頭
に
書
い
た
が
、

そ
の
「戦
い
の
火
」
は
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
を
指
し
て
い
る
０
当
時
、

私
的
な
事
情
を
措
け
ば
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
と
そ
れ
に
加
担
し
て

鷺

挙

葉

　

‘

極

〓
事
構
薔
一一」一゙
一一一・一一一謝
饉
は
町≡
一

憮

■
■
―
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盛んな 1司 期会・クラス会 01司 好会 レポート

第
４
期
生
の
集
い
２
０
１
０

日
時

¨
平
成
２２
年
６
月
５
日
（土
）
１２
時
３０
分
よ
り

会
場

¨
市
谷
「ブ
オ
ー
ノ
」

参
加
者

¨
３４
名

隔
年
開
催
の
今
回
、
後
期
高
齢
者
と
な
っ
た
記
念
の

集
い
？
は
、
３
名
の
逝
去
者
が
あ
っ
た
も
の
の
前
回
と

同
じ
３４
名
が
参
集
。
母
校
閉
校
関
連
行
事
の
報
告
、
画

家
と
し
て
お
元
気
に
ご
活
躍
の
喜
多
迅
鷹
先
生
恒
例
の

１５
分
授
業
の
後
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た

が
、
こ
の
年
頃
に
な
る
と
高
校
（青
春
）時
代
が
無
性
に

な
つ
か
し
く
、
校
歌
を
熱
唱
し
て
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（野
口
貞
義
・記
）

50第
周10

期
生
同
期
会

年
記
念

日
時

¨
平
成
２２
年
５
月
２２
日
（土
）１２
時
３０
分
よ
り

会
場

¨
ビ
ヤ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
恵
比
寿

参
加
者

¨
５１
名

卒
業
５０
周
年
の
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
開
会
の

挨
拶
と
と
も
に
、
前
回
か
ら
５
年
間
に
亡
く
な
つ
た
５

名
の
方
々
に
黙
祷
し
、
閉
校
と
な
る
母
校
の
変
遷
の
様

子
や
閉
校
ま
で
の
行
事
に
つ
い
て
も
お
話
し
し
ま
し
た
。

北
は
札
幌
、
西
は
徳
山
か
ら
、
初
参
加
者
も
あ
り
、

４
人
リ
レ
ー
ス
ピ
ー
チ
、
グ
ラ
ス
片
手
に
弾
む
歓
談
、

時
刻
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
「音
聟
」
の

リ
ー
ド
で
、
校
歌
、
青
春
と
い
う
、
文
乙
歌
を
合
唱

し
、
３
年
後
の
再
会
を
約
束
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

（徳
井
　
巌
・記
）

|ミ  ヒヤステーション恵比寿

東京都立大学附属高等学校同窓会 平成21年度収支計算書 平成21年 10月 1日 ～平成22年 9月 30日 (単位網)

口座へ来期返戻18,734平9,201 X

9

摘 要 金 額 要 金 額

言己念碑募金 (334名 ) 2,401,000 1.720,780

名簿売上 (@2.500円 1部 ) 2,500 129,834

第 60麹生 会 書 (月 120円 X12ケ 月 X3年 X162名 ) 699.840 40,290

預金利息 :さわやか信金 (普通 ) 222 68,356

みずほ銀行 (定期 ) 11.297 会議費 (HP 1,681

′1ヽ  1+ 3,114,859 9,730

2,922

前期繰建金 9,443,221 2,390

名簿保管料

記念碑費

筆金振込手 : 腱*斗 35.380

過払い分 ( :3) 27(

′1ヽ 2,011,|

10.546.■

収入の都合計 12,558,十 支出の 合 計 12.558.080

科 画面 T‐面硬雨 当期末 (平成22年 9月 30日 ) 前期末 (平成21年 9「 30日 )| 増 滅

さわやか信用金庫 (普通 ) 760.539

みずほ銀行 (定期 ) 7.072.039 7 11

ゆうちよ銀行 (振込口屋 ) 2,713,820 .345,7001 1,368,120

合 計 10,540,448 |,443,2211 1,103,227

957.500 -422.500535,000
*差し引き169減(単位 :部 ) 奥村印刷212+野口2=214 奥村印刷383

*169部 中1部は売り上げ

監査報告 :提出された平成21年度の原簿等を精査し、収支計算書、並びに財産目録に誤りのないことを確認します。

ロ
エ

監事代表 新井正己 ①

14

』日ヽ

都立人,■三高Ⅲ l(メ1■

収

`詳

1)

(■12)

会 議 書

費

「務 用 品 費

=薇 料

に1

＼_
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東京都立大学附属高等学校同窓会会報

第
１４
期
同
期
会

日
時

¨
平
成
２２
年
１０
月
９
日
（土
）

会
場

¨
ヴ
ア
ン
・ブ
ル
ー

参
加
者

¨
９１
名

五
年
ぶ
り
の
同
期
会
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を

望
む
優
雅
な
ワ
イ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
中
に
前
期
高
齢
者
（６５
歳
）
と
な
る
集
ま
り
で
、

「だ
れ
が
生
徒
か
先
生
か
」分
ら
な
い
程
お
元
気
な
喜
多

先
生
と
渋
谷
（田
中
）梢
先
生
の
ご
挨
拶
に
始
ま
り
、
今

は
亡
き
友
七
名
の
若
き
姿
を
会
場
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

写
し
黙
祷
を
捧
げ
、
ク
ラ
ス
代
表
が
近
況
や
ユ
ニ
ー
ク

な
体
験
を
語
り
、
歓
談
中
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
高
校
時
代

の
懐
か
し
の
映
像
が
流
れ
ま
し
た
。
校
歌
・寮
歌
・記
念

祭
歌
の
歌
詞
も
カ
ラ
オ
ケ
方
式
で
表
示
さ
れ
、
会
場
を

揺
る
が
す
感
動
の
大
合
唱
を
導
き
ま
し
た
。

某
君
い
わ
く
、
「こ
れ
だ
け
盛
り
上
が
っ
た
同
期
会

は
、
こ
れ
が
最
後
か
も
知
れ
な
い
」
（秋
山
清
太
郎

・
記
）

肩を組んで校歌を熱唱

第
２０
期
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会

日
時

¨
平
成
２２
年
４
月
２２
日

会
場

¨
自
由
が
丘
「南
国
飯
店
」

参
加
者

¨
１５
名

我
々
２０
期
（昭
和
４５
年
卒
業
）
の
Ｃ
組
は
何
年
か
に
一

度
ク
ラ
ス
会
を
催
し
て
お
り
、
今
回
は
卒
業
４０
周
年
を

記
念
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
日
は
昼
か
ら
有
志
が
都
立
大
学
の
跡
地
を
散
策

し
、
都
高
の
正
門
前
で
記
念
撮
影
。
ク
ラ
ス
会
は
１５
名

の
参
加
で
し
た
が
、
５
名
の
仲
間
が
他
界
し
て
お
り
、

紛
争
中
の
卒
業
で
も
あ
っ
た
た
め
連
絡
先
が
分
か
る
人

が
半
数
ほ
ど
し
か
無
い
中
で
は
、
ま
あ
最
大
限
の
参
加

者
だ
つ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
る
で
４０
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
な
、
和

気
藷
々
と
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
終
了
し
ま
し
た
。

（川
島

明
彦
・記
）

第
２８
回
八
雲
展

会
期

¨
平
成
２２
年
５
月
２１
日
～
２６
日

会
場

¨
大
崎
「０
美
術
館
」

出
展
者

¨
府
立
高
等
学
校
１１
名
、

８
名
、
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
２３
名
、
計
４２
名

府
立
高
等
学
校
創
立
５０
周
年
を
記
念
し
、
府
立
高

等
学
校
、
東
京
都
立
大
学
、
都
立
大
学
附
属
高
等
学

校
の
三
校
を
結
ぶ
美
術
愛
好
家
の
展
覧
会
「第
然
回
八
雲

展
」は
、
油
彩
、
水
彩
、
日
本
画
、
水
墨
、
彫
刻
、
鋼

版
画
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ち
ぎ
り
絵
か
ら
映
像

な
ど
４２
名
９３
点
の
多
彩
な
出
展
で
、
い
う
も
な
が
ら
の

見
ご
た
え
の
あ
る
展
覧
会
に
な
り
ま
し
た
。

「八
雲
展
」
は
、
将
来
は
桜
修
館
の
卒
業
生
に
も
呼
び

か
け
、
４
校
に
ま
た
が
る
展
覧
会
に
主
る
構
想
も
あ
る

よ
う
で
す
〇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一一一〓一一鰊
一一
　
　
　
　
　
一〓 一　ヽ

一

東
京
都
立
大
学

機
械
技
術
研
究
会
（機
研
）

Ｏ
Ｂ
ｏＯ
Ｇ
の
懇
親
会
２
０
１
０

日
時

¨
平
成
２２
年
１０
月
１６
日
（土
）

１２
時
３０
分
よ
り

会
場

¨
市
谷
「ブ
オ
ー
ノ
」

参
加
者

¨
１９
名

毎
年
「鉄
道
記
念
日
」直
近
の
土
曜
日
に
開
催
す
る
、

機
械
技
術
研
究
会
（略
称
機
研
）
の
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
の
懇
親

会
を
今
年
も
表
記
の
と
お
り
開
催
。
遠
く
は
奈
良
や
長

野
か
ら
参
加
し
た
会
員
に
、
紅
一
点
、
関
　
弥
生
さ
ん

（５
期
）を
交
え
た
１
期
か
ら
２２
期
の
１９
名
が
近
況
や
研

究
成
果
を
語
り
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
鉄
道
の
展
示
・運

転
や
資
料
の
公
開
。配
布
な
ど
、
例
年
に
増
し
て
熱
の

こ
も
っ
た
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

●
来
年
は
１０
月
１５
日
（土
）、
同
時
刻
に
同
じ
会
場
で
開
催
。

（野
口
貞
義
・記
）
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東京都立大学附属高等学校同窓会報

東京都立大学附属高等学校「校歌0學生歌0春歌・記金祭歌集」
皆さんの投票による上位10曲 +「乾杯の歌」を収録した

DVD頒布開始 !!

このDVDは同窓会有志が企画し、理事会に提案して承認を得、

母校閉校記念の協賛事業として、母校資料室への永久保存と会員

への頒布を日的に、学校、府立高等学校同窓会等の協力と、会員

のボランティアにより、独立採算制で制作したものです。

選曲は本紙の前号に、 F`成 17年版名簿に掲載されている校歌。学

生歌。寮歌・記念祭歌30曲 に沼津寮歌を加え、「歌える歌・歌いたい

歌」を募集し、その上位10曲 と「乾杯の歌」を、本年5月 2日 、1∞名

の会員により、母校の体育館メインアリーナで収録したものです。

収録に際し、歌詞・楽譜は引用文献に記載されている作詞・作曲

者の記述に従いましたが、現状に即し一部変更した箇所がありま

す。歌詞は、府立高等学校時代は歴史的仮名遣い旧漢字、新制か

らは現代仮名遣い常用漢字としましたが、一部混在している部分

は引用文献によりました。

収録は「乾杯の歌」以外は発表順とし、全曲、映像に歌詞がオー

バーラップしていますので、カラオケとしても使用することが出

来ます。

DVDの内容 全編再生 33分

１

２

３

吹奏楽 ① 校歌 (鳴呼西山の)… …………… ……

″  ② 學生歌 (青春といふ)・
・…………

″  0文 乙歌 (い ざ友)… … …・・… …

東京都立大学附属高等学校 吹奏楽部

都立桜修館中等教育学校 吹奏楽部

指 揮 :大関 英

斉 口昌① 校歌 (鳴呼西山の)・ … ・… …………

″  ② 學生歌 (鳴呼烈誠の)… …… …………

″  ③ 學生歌 (青春といふ)… ………………

″  ④ 文乙歌 (い ざ友)… ………………………

″  ⑤ 第五寮歌 (紫の霞)…・ ……・ ……
′′  0第 八寮歌 (春残更に)… …… ・ ・

″  ⑦ 新制第一回記念祭歌 (手 をつなげ)…

″  ① 新制第二回記念祭歌 (古 きいらか)…

″  ◎ 新制第七回記念祭歌 (吹 きすさぶ)…

″  ⑩ 新制第十七回記念祭歌 (晩夏に集う)

″  ① 乾杯の歌 (Stein Song)…  … ……

東京都立大学附属高等学校同窓会有志

指 揮 :佐藤文行 ピアノ伴奏 :桐 山百合子
エンディング…………………… …………  ・…

同窓会員 100名参加により11曲を収録

都大附と桜修館吹奏楽部により3曲を収録

頒布価格 (送料とも)1,500円
*全歌詞を掲載 した小冊子付 き

注文の方法 :同 封の振替用紙でご注文 ください。

1週間程でお手元にお送 りします。

2:08

1:52

1:53

4

5
6

7
8
9

10

11

12

13

14

15

2:15

1:48

1:37

1135

2:48

3:16

2:21

3:04

2:08

2:17

1:43

2:09

同
窓
会
へ
の
連
絡
は

住
所

の
変
更

な
ど

の

同
窓
会

へ
の
連
絡
は
、
″郵

便
ク
で
左
記
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

〒
１

５

２

‐
０

０

２

３

日
黒
区
八
雲
１
‐１
‐２

東
京
都
立
大
学

附
属
高
等
学
校

内

平
成
２
年
４
月
１
日
か
ら
は

東
京
都
立
桜
修
館

中
等
教
育
学
校

内

東
京
都
立
大
学
附
属
高
等

学
校
同
窓
会

宛

編
集
委
員

内
野
滋
雄
（１
期
）

野
口
貞
義

（４
期
）

徳
井
　
巌

（１０
期
）

瀧
野
日
出
雄
（３０
期
）

新
美
勝
太
（５８
期
）

山
田
健
一朗
（５８
期
）

加
藤
恒
子
（６０
期
）

齋
藤
春
香
（６０
期
）

中
村
舞
弓
（６０
期
）

伊
久
見
茉
優
（６０
期
）
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